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真
鶴
は
、
大
変
な
状
況
で
す
が
、

真
鶴
は
、
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

真
鶴
町
長

　

　
　小
林

　伸
行

　町民の方がどなたでも提案や相談にお越しいただける「町長室開放日」と町長が真鶴町の「株主」である

町民のみなさんへ四半期ごとの進捗報告を行う「まなづる株主ミーティング」を下記のとおり開催します。

　みなさんのご参加をお待ちしております。

 日時　12月11日(水)　9:00～17:00 （１組15分）

 場所　役場２階　町長室

 対象　真鶴在住・在勤の方

 申込　完全予約制（予約は前日まで受付）

問い合わせ　町長室（☎内線311）

 日時　12月11日(水)　18:00～20:00

 場所　町民センター３階　講堂

 対象　真鶴町民(町外の方はオブザーバー参加)

 申込　不要(ただし資料は先着30名分のみご用意)

就
任
後
一
年
に
際
し
て

　
昨
年
11
月
12
日
の
町
長
就
任
か
ら
、
早
い
も
の
で
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ

マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
追
い
上
げ
。
そ
れ
が
偽
ら
ざ
る
感
想
で
す
。

　
多
く
の
職
員
は
入
庁
し
て
か
ら
年
数
が
浅
く
、
十
分
な
経
験

と
研
修
を
積
ま
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
応
対

に
不
安
を
覚
え
る
場
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
町
民

の
た
め
に
と
熱
心
に
働
く
、
気
持
ち
の
い
い
職
員
ば
か
り
で
す
。

今
後
は
明
る
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
役
場
は
全
力
で
頑
張
っ
て
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
流
れ
の
速
い
時
代
の
中
で
見
直
し
て
み

る
と
「
な
ぜ
こ
の
問
題
に
手
を
付
け
て
お
い
て
く
れ
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
？
」
と
感
じ
る
案
件
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
先
送
り

さ
れ
て
き
た
積
み
残
し
の
課
題
に
、
大
塚
伸
二
副
町
長
を
は
じ

め
と
し
た
職
員
ら
と
無
我
夢
中
で
対
処
し
て
き
た
一
年
で
し
た
。

自
己
採
点
は
、
50
点

　
現
時
点
で
も
し
自
己
採
点
す
る
な
ら
ば
、
50
点
で
し
ょ
う
か
。

選
挙
公
約
に
掲
げ
た
５
大
事
業
は
何
一
つ
達
成
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
新
た
に
町
民
の
た
め
に
始
め
た
事
業
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
予
算
が
組
め
な
く
て
、
い
く
つ
か
の
公
共
施
設
も
事
業

も
廃
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
役
場
機
能

を
何
と
か
止
ま
ら
な
い
よ
う
維
持
は
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
時
点
の
成
果
は
何
か
？
　
そ
う
問
わ
れ
れ
ば
、
先
送
り
さ

れ
て
き
た
課
題
に
対
し
一
応
の
答
え
を
出
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

何
を
残
し
、
何
を
や
め
る
の
か
。
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
一
つ

ひ
と
つ
判
断
を
下
し
て
き
ま
し
た
。
老
朽
化
が
著
し
い
役
場
庁

舎
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
旧
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
は
民
間
の
力
を
借
り
て
公
共
施
設
と
し
て
復

活
し
ま
し
た
。
雨
漏
り
す
ら
し
て
い
た
旧
民
俗
資
料
館
(
旧
土

屋
邸
)
も
修
繕
に
着
手
し
ま
す
。
真
崎
荘
と
風
外
堂
は
、
安
全

上
の
観
点
で
廃
止
。
お
林
展
望
公
園
の
高
所
放
水
車
は
、
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
売
却
予
定
で
す
。
く
ら
し
か
る
真
鶴
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
も
開
け
、
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
の
門
扉
も
開
け
、
さ
ら
な
る

活
用
を
図
り
ま
す
。

判
断
ミ
ス
で
、
ご
迷
惑
を

　
し
か
し
、
判
断
を
誤
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
。
８
月
の
台
風

10
号
や
11
月
２
日
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
悪
化
し
た
真
鶴
郵
便

局
前
の
町
道
１
号
線
陥
没
事
故
や
近
隣
住
民
に
強
い
た
断
水
等

の
事
案
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら
担
当
課
が
対
応
に
苦
慮
し

て
い
た
の
に
ト
ッ
プ
で
あ
る
私
が
気
付
か
ず
何
の
手
当
て
も
し

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

大
変
な
状
況
で
す
が
、
希
望
も

　
正
直
に
言
え
ば
、
老
朽
化
し
た
上
下
水
道
管
路
は
真
鶴
郵
便

局
前
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
予
防
的
な
修
繕
に
多

額
の
費
用
が
必
要
で
す
。
物
価
高
騰
で
町
民
の
み
な
さ
ま
も
苦

し
ん
で
い
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
町
役
場
も
火
の
車
で
す
。
物

価
に
加
え
人
件
費
も
上
が
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

切
り
詰
め
な
け
れ
ば
財
政
破
綻
す
ら
あ
り
得
ま
す
。

　
し
か
し
、
悪
い
話
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
色
あ
る
真

鶴
町
に
関
心
を
持
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
民
間
事
業
者
さ
ん
も
多

く
、
現
在
、
様
々
な
連
携
や
協
業
の
案
件
を
仕
込
ん
で
い
ま
す
。

　
何
と
か
や
り
く
り
で
き
て
い
ま
す
し
、
希
望
も
あ
り
ま
す
。

目
の
前
の
こ
と
で
は
、
何
か
と
ご
負
担
や
ご
不
便
を
お
か
け
す

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
一
緒
に
数
年
先
を
見
て
歩
ん
で
頂
け
ま

せ
ん
か
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

12月11日(水)開催！町長室開放日＆まなづる株主ミーティング

町長室開放日 まなづる株主ミーティング

２広報真鶴　2024年12月号広報真鶴　2024年12月号３ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆

町長室

から

将来ビジョンの共有と町長との意見交換

真鶴町「総合計画」策定に向けた

　  町民対話会の開催報告

　町では、まちの将来像を定める「総合計画 後期基本計画」を策定するため小林町長との町民対話会を開催

しました。9月から10月にかけて地区別4回、オンライン1回、対象別3回の計8回を開催。延べ100名の町

民の皆様にご参加いただき、町の現状や将来について意見を交換する貴重な機会となりました。

「総合計画は行政だけでなく、町民の皆さんと
              　　　一緒により良い未来を作り上げていくためのもの」

・参加者同士の自己紹介

・人口・財政状況など真鶴町の現状説明

将来像2028「のんびりスマート真鶴」(仮)

1. 歩いて暮らせる町

2. みんなで分かち合う町

3. 便利な技術が裏側で動く昔ながらの町

4. 民間の土地活用を後押しする町

5. 環境と経済を両立する町

6. 小さな人だまりと大きな広場のある町

7. 本物の自然が人を集める町

8. 二十一世紀型スキルを育む町

9. 生涯学習と生涯現役の町

10.芸術と建築を楽しめる街歩きの町

※11月時点。今後、町民、審議会、議会での議論を経て  

   内容が変更される場合があります

＼町民対話会ではこんなことをやりました／

・総合計画策定審議会での議論や町議会での審議を
　経て、今年度中に後期基本計画を策定予定
・計画が完成する前に、再度、町民の皆さんにご意
　見を伺う場を設けることも検討
  町の未来を共に創るため引続きお力をお貸しください︕

■今後について

2024年8月から総務省「地域活性化起業人」
制度で役場に派遣され、総合計画の策定等を支
援。町民対話会のファシリテーションを担当。専門は地方自
治、選挙、組織・人材づくり。真鶴には青木さんがたくさん
いるので親近感大。10月から町内に2拠点生活中。出自は、
父方の実家がある長野市・青木島。

■町民対話会 司会進行役 紹介

   青木 佑一（あおき・ゆういち）

    早稲田大学マニフェスト研究所 招聘研究員

・参加者同士で真鶴町の現状について意見交換

・「今の真鶴町を表す漢字一文字」を付箋に書く

・小林町長から具体的な将来像（右記）を説明
・住民同士で対話を行い、町長に直接質問や意見
　を伝える時間も設けられ、活発な意見交換がな
　されました

１ 町の現状を知る

２ 町民の視点から見る「真鶴町」

３

問い合わせ 政策推進課☎内線313

会の最後、参加者から「真鶴
町の未来へのメッセージ」等
多くの思いや期待を付箋に書
いていただきました。
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から

将来ビジョンの共有と町長との意見交換

真鶴町「総合計画」策定に向けた

　  町民対話会の開催報告

　町では、まちの将来像を定める「総合計画 後期基本計画」を策定するため小林町長との町民対話会を開催

しました。9月から10月にかけて地区別4回、オンライン1回、対象別3回の計8回を開催。延べ100名の町

民の皆様にご参加いただき、町の現状や将来について意見を交換する貴重な機会となりました。

「総合計画は行政だけでなく、町民の皆さんと
              　　　一緒により良い未来を作り上げていくためのもの」

・参加者同士の自己紹介

・人口・財政状況など真鶴町の現状説明

将来像2028「のんびりスマート真鶴」(仮)

1. 歩いて暮らせる町

2. みんなで分かち合う町

3. 便利な技術が裏側で動く昔ながらの町

4. 民間の土地活用を後押しする町

5. 環境と経済を両立する町

6. 小さな人だまりと大きな広場のある町

7. 本物の自然が人を集める町

8. 二十一世紀型スキルを育む町

9. 生涯学習と生涯現役の町

10.芸術と建築を楽しめる街歩きの町

※11月時点。今後、町民、審議会、議会での議論を経て  

   内容が変更される場合があります

＼町民対話会ではこんなことをやりました／

・総合計画策定審議会での議論や町議会での審議を
　経て、今年度中に後期基本計画を策定予定
・計画が完成する前に、再度、町民の皆さんにご意
　見を伺う場を設けることも検討
  町の未来を共に創るため引続きお力をお貸しください︕

■今後について

2024年8月から総務省「地域活性化起業人」
制度で役場に派遣され、総合計画の策定等を支
援。町民対話会のファシリテーションを担当。専門は地方自
治、選挙、組織・人材づくり。真鶴には青木さんがたくさん
いるので親近感大。10月から町内に2拠点生活中。出自は、
父方の実家がある長野市・青木島。

■町民対話会 司会進行役 紹介

   青木 佑一（あおき・ゆういち）

    早稲田大学マニフェスト研究所 招聘研究員

・参加者同士で真鶴町の現状について意見交換

・「今の真鶴町を表す漢字一文字」を付箋に書く

・小林町長から具体的な将来像（右記）を説明
・住民同士で対話を行い、町長に直接質問や意見
　を伝える時間も設けられ、活発な意見交換がな
　されました

１ 町の現状を知る

２ 町民の視点から見る「真鶴町」

３

問い合わせ 政策推進課☎内線313

会の最後、参加者から「真鶴
町の未来へのメッセージ」等
多くの思いや期待を付箋に書
いていただきました。
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交付基準 確認書類

４級以上の人

３級以上の人

５級以上の人

２級以上の人

６級以上の人

５級以上の人

脳原性運動 上肢機能 ２級以上の人

機能障害 移動機能 ６級以上の人

４級以上の人

療育手帳の障害程度の欄がＡ２
以上の人

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳の障害
区分が１級の人

精神障害者保健福祉手帳

特定疾患医療受給者 次に掲げるいずれか

特定医療費(指定難病)受給者 ・特定疾患医療受給者証

小児慢性特定疾病医療受給者 ・特定医療費(指定難病)受給者証

・小児慢性特定疾病医療受給者証

介護保険の要介護状態の区分が
要介護１以上の人

介護保険被保険者証

母子健康手帳取得時～出産(予定)
日の翌日から１年までの人

母子健康手帳

次に掲げる全て

・医師の診断書または意見書

・身分証明書(運転免許証、マイナ
ンバーカード等)

けが人等
医師の診断等により、歩行が困難
であるために特別な配慮が必要で
あると認められる人

内部障害(免疫機能障害を含む)

知的障害者

精神障害者

難病患者

高齢者等

妊産婦

区分

身
体
障
害
者

視覚障害

身体障害者手帳

聴覚障害

平衡機能障害

肢
体
不
自
由

上肢

下肢

体幹

　
障
が
い
を
持
っ
た
人
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
お
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
よ
う
な
場
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
で
は
、
毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
を
障
害
者

週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
障
害
者
週
間
は
、
広
く

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
に
は
県
内
各
地
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
障
害
者
週
間

の
関
連
行
事
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
取

り
ま
と
め
て
発
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
積

極
的
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日
は

「障
害
者
週
間
」で
す
！

障
が
い
を
抱
え
た
人
の
た
め
の

相
談
の
場

　
障
が
い
を
抱
え
て
い
る
人
、
そ
の
人
を
支
援
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
日
常
生
活
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

を
「
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　

(
ク
ロ
ー
バ
ー
)
」
の
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
第
４
火
曜
日
(※

)
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

の
時
間
帯
で
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
て
い

ま
す
。※
祝
日
と
重
な
る
場
合
は
日
に
ち
が
変

更
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
役
場
保
険
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
12
月
の
出
張
福
祉
相
談
会
】

　
12
月
24
日(

火)

　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
　
機
能
回
復
訓
練
室

★
予
約
な
し
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ク
ロ
ー
バ
ー
」
　
☎
35
・
５
２
５
８

障
が
い
を
抱
え
た
人
を
助
け
る

「ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

　
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人
、
内
部
障

が
い
、
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期
の
人
な
ど
外
見
か
ら

は
分
か
ら
な
い
け
ど
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
の
た

め
に
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
は
周
り
の
人
た
ち
に
対
し
、
支
援
が

必
要
で
あ
る
こ
と
へ
の
目
印
と
な
り
、
神
奈
川
県

で
は
平
成
29
年
３
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
役

場
保
険
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
配
布
対
象
者

　
　
県
内
在
住
で
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い

　
　
る
人
、
内
部
障
が
い
の
人
、
難
病
の
人
、
妊
娠
初

　
　
期
の
人
な
ど
支
援
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

　
　
人
。

※

障
害
者
手
帳
や
医
師
診
断
書
な
ど
の
提
出
は
不

　
　
要
で
す
。

◇
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
人
を
見
か
け
た
ら…

 

＊
電
車
、
バ
ス
の
中
で
席
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

 

＊
駅
や
商
業
施
設
な
ど
で
声
か
け
の
支
援
を
お
願

　
　
い
し
ま
す
。

 

＊
災
害
時
に
安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
支
援
を
お

　
　
願
い
し
ま
す
。

　
本
利
用
証
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
要
介
護
高
齢
者
、
妊
産
婦
の
人
な
ど
歩
行
が
困
難
な
人
や

移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人
の
た
め
の
駐
車
区
画
に
つ
い
て
、
適
正
な
利
用
推
進
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。
申
請
後
に
は
「利
用
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
等
用
駐
車
区
画
の
利
用
証
が
で
き
ま
し
た
！

◇
申
請
方
法

   

１
.
神
奈
川
県
へ
申
請
:e-k

a
n

a
g

a
w

a

電
子
申
請
、
郵
送
で
の
申
請

   

２
.
真
鶴
町
へ
申
請   

:保
険
福
祉
課
窓
口
で
の
申
請

   

申
請
に
は
、
申
請
書
へ
記
入
の
ほ
か
区
分
に
応
じ
た
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付

　
　 

が
必
要
で
す
。

◇
利
用
証
を
使
用
で
き
る
場
所

　
　
利
用
証
を
使
用
で
き
る
対
象
区
画
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

   

こ
の
２
つ
の
区
画
を
あ
わ
せ
て
「障
害
者
等
用
駐
車
区
画
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

　↑
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
区
画

    

　
　
　
車
椅
子
使
用
者
等
が
乗
降
で
き
る
よ
う
、
一
般
の
駐
車
区

　

　
　
　
画
よ
り
も
幅
が
広
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

↑
優
先
駐
車
区
画

　
　
入
口
近
く
に
設
け
ら
れ
た
一
般
幅
の
駐
車
区
画
で
す
。

　
　
車
椅
子
使
用
者
等
ほ
ど
広
い
幅
を
必
要
と
し
な
い
人
は
、

　
　
可
能
な
限
り
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆申請できる人

利用証の

詳細はこちら

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

出典：内閣府ホームページ
https://www8.cao.go.jp/shougai/
kou-kei/index-kk.html#gyouji

令和６年度「障害者週間の
ポスター」最優秀賞作品

※記載の交付基準に該当しない場合でも、医師の診断書等により歩行が困難等の確認
　ができれば、利用証を交付します。（県内にお住まいの人が対象です。）

◇
注
意
事
項

＊
利
用
証
を
持
っ
て
い
て
も
、
駐
車
が
で
き
な
い

　
　
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

＊
本
制
度
は
パ
ー
キ
ン
グ
・パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
を
　

　
　
導
入
し
て
い
る
都
道
府
県
で
の
み
有
効
で
す
。

◇
利
用
証
の
使
い
方

＊
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
に
駐
車
す
る
と
き
は
、   

　
　
利
用
証
を
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
か
け
る
か
、
ダ
ッ

　
　
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
置
く
な
ど
、
車
外
か
ら
見
え
る

　
　
よ
う
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
運
転
中
は
危
険
で
す
の
で
、
必
ず
利
用
証
を
、
　

　
　
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
か
ら
外
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
利
用
証
は
、
対
象
者
が
車
両
か
ら
乗
降
す
る
場

　
　
合
に
限
り
使
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７
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交付基準 確認書類

４級以上の人

３級以上の人

５級以上の人

２級以上の人

６級以上の人

５級以上の人

脳原性運動 上肢機能 ２級以上の人

機能障害 移動機能 ６級以上の人

４級以上の人

療育手帳の障害程度の欄がＡ２
以上の人

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳の障害
区分が１級の人

精神障害者保健福祉手帳

特定疾患医療受給者 次に掲げるいずれか

特定医療費(指定難病)受給者 ・特定疾患医療受給者証

小児慢性特定疾病医療受給者 ・特定医療費(指定難病)受給者証

・小児慢性特定疾病医療受給者証

介護保険の要介護状態の区分が
要介護１以上の人

介護保険被保険者証

母子健康手帳取得時～出産(予定)
日の翌日から１年までの人

母子健康手帳

次に掲げる全て

・医師の診断書または意見書

・身分証明書(運転免許証、マイナ
ンバーカード等)

けが人等
医師の診断等により、歩行が困難
であるために特別な配慮が必要で
あると認められる人

内部障害(免疫機能障害を含む)

知的障害者

精神障害者

難病患者

高齢者等

妊産婦

区分

身
体
障
害
者

視覚障害

身体障害者手帳

聴覚障害

平衡機能障害

肢
体
不
自
由

上肢

下肢

体幹

　
障
が
い
を
持
っ
た
人
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
お
困
り
ご
と
を
相
談
で
き
る
よ
う
な
場
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
で
は
、
毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
を
障
害
者

週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
障
害
者
週
間
は
、
広
く

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
に
は
県
内
各
地
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
障
害
者
週
間

の
関
連
行
事
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
取

り
ま
と
め
て
発
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
積

極
的
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日
は

「障
害
者
週
間
」で
す
！

障
が
い
を
抱
え
た
人
の
た
め
の

相
談
の
場

　
障
が
い
を
抱
え
て
い
る
人
、
そ
の
人
を
支
援
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
日
常
生
活
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

を
「
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
　

(
ク
ロ
ー
バ
ー
)
」
の
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
第
４
火
曜
日
(※

)
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

の
時
間
帯
で
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
て
い

ま
す
。※

祝
日
と
重
な
る
場
合
は
日
に
ち
が
変

更
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
役
場
保
険
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
12
月
の
出
張
福
祉
相
談
会
】

　
12
月
24
日(

火)

　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
　
機
能
回
復
訓
練
室

★
予
約
な
し
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ク
ロ
ー
バ
ー
」
　
☎
35
・
５
２
５
８

障
が
い
を
抱
え
た
人
を
助
け
る

「ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

　
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人
、
内
部
障

が
い
、
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期
の
人
な
ど
外
見
か
ら

は
分
か
ら
な
い
け
ど
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
の
た

め
に
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
は
周
り
の
人
た
ち
に
対
し
、
支
援
が

必
要
で
あ
る
こ
と
へ
の
目
印
と
な
り
、
神
奈
川
県

で
は
平
成
29
年
３
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
役

場
保
険
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
配
布
対
象
者

　
　
県
内
在
住
で
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い

　
　
る
人
、
内
部
障
が
い
の
人
、
難
病
の
人
、
妊
娠
初

　
　
期
の
人
な
ど
支
援
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

　
　
人
。

※

障
害
者
手
帳
や
医
師
診
断
書
な
ど
の
提
出
は
不

　
　
要
で
す
。

◇
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
つ
け
た
人
を
見
か
け
た
ら…

 

＊
電
車
、
バ
ス
の
中
で
席
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

 

＊
駅
や
商
業
施
設
な
ど
で
声
か
け
の
支
援
を
お
願

　
　
い
し
ま
す
。

 

＊
災
害
時
に
安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
支
援
を
お

　
　
願
い
し
ま
す
。

　
本
利
用
証
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
要
介
護
高
齢
者
、
妊
産
婦
の
人
な
ど
歩
行
が
困
難
な
人
や

移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人
の
た
め
の
駐
車
区
画
に
つ
い
て
、
適
正
な
利
用
推
進
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。
申
請
後
に
は
「利
用
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
等
用
駐
車
区
画
の
利
用
証
が
で
き
ま
し
た
！

◇
申
請
方
法

   

１
.
神
奈
川
県
へ
申
請
:e-k

a
n

a
g

a
w

a

電
子
申
請
、
郵
送
で
の
申
請

   

２
.
真
鶴
町
へ
申
請   

:保
険
福
祉
課
窓
口
で
の
申
請

   

申
請
に
は
、
申
請
書
へ
記
入
の
ほ
か
区
分
に
応
じ
た
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付

　
　 

が
必
要
で
す
。

◇
利
用
証
を
使
用
で
き
る
場
所

　
　
利
用
証
を
使
用
で
き
る
対
象
区
画
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

   

こ
の
２
つ
の
区
画
を
あ
わ
せ
て
「障
害
者
等
用
駐
車
区
画
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

　↑
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
区
画

    

　
　
　
車
椅
子
使
用
者
等
が
乗
降
で
き
る
よ
う
、
一
般
の
駐
車
区

　

　
　
　
画
よ
り
も
幅
が
広
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

↑
優
先
駐
車
区
画

　
　
入
口
近
く
に
設
け
ら
れ
た
一
般
幅
の
駐
車
区
画
で
す
。

　
　
車
椅
子
使
用
者
等
ほ
ど
広
い
幅
を
必
要
と
し
な
い
人
は
、

　
　
可
能
な
限
り
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆申請できる人

利用証の

詳細はこちら

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

出典：内閣府ホームページ
https://www8.cao.go.jp/shougai/
kou-kei/index-kk.html#gyouji

令和６年度「障害者週間の
ポスター」最優秀賞作品

※記載の交付基準に該当しない場合でも、医師の診断書等により歩行が困難等の確認
　ができれば、利用証を交付します。（県内にお住まいの人が対象です。）

◇
注
意
事
項

＊
利
用
証
を
持
っ
て
い
て
も
、
駐
車
が
で
き
な
い

　
　
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

＊
本
制
度
は
パ
ー
キ
ン
グ
・パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
を
　

　
　
導
入
し
て
い
る
都
道
府
県
で
の
み
有
効
で
す
。

◇
利
用
証
の
使
い
方

＊
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
に
駐
車
す
る
と
き
は
、   

　
　
利
用
証
を
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
か
け
る
か
、
ダ
ッ

　
　
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
置
く
な
ど
、
車
外
か
ら
見
え
る

　
　
よ
う
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
運
転
中
は
危
険
で
す
の
で
、
必
ず
利
用
証
を
、
　

　
　
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
か
ら
外
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
利
用
証
は
、
対
象
者
が
車
両
か
ら
乗
降
す
る
場

　
　
合
に
限
り
使
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７



６７ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆
広報真鶴　2024年12月号広報真鶴　2024年12月号

町税
5億7,408万4千円

譲与税・交付金
1億2,361万7千円

地方交付税
10億3,134万2千円

分担金・負担金
1,570万9千円

国県支出金
1億4,810万円

寄附金
4,591万8千円

その他
2億1,898万8千円

一般会計

町　債　町が所有している財産

町税・・・町民の皆さんに納めていただくお金

譲与税・交付金・・・国税の一部から一定の基準で  

                         交付されるお金

地方交付税・・・一定の行政サービスを維持する

　　　　　　　　　　ために国から交付されるお金

分担金・負担金・・・特定の事業により利益を受け

　　　　　　　　　　　　る人や団体に負担してもらう　

　　　　　　　　　　　  お金

国県支出金・・・町が行う特定の事業に対して、　　

　　　　　　　　    国や県から交付されるお金

寄附金・・・町の事業のために皆さんからいただ

              いたお金

繰入金・・・会計間相互の資金運用や、基金を取り

              崩したお金

町債・・・特定の事業を行うために、長期間にわた

           り借り入れするお金

総務費・・・全般的な管理事務、広報文書、財産管

              理、徴税、選挙などのお金

民生費・・・高齢者や児童等の福祉のためのお金

衛生費・・・健康診査などの保健事業、ごみ・し尿　

　　　　　　 処理などの環境衛生のお金

商工観光費・・・商工業の振興、観光対策などの　

　　　　　　　　    お金

土木費・・・道路、公園、住宅などの整備・管理の　

　　　　　　  お金

消防費・・・消火・救急・予防業務のお金

教育費・・・幼稚園や小・中学校、文化活動のため

              のお金

公債費・・・国や県、銀行などから借りたお金・

              利息の返済金

特別会計

企業会計

区分 残高

一般会計 27億9,824万6千円

国民健康保険（施設勘定） 1億1,608万2千円

計 29億1,432万8千円

面積・金額

土地 307万1,291㎡

建物 3万2,031㎡

山林 130万107㎡

立木推定蓄積量 1万9,972㎥

無体財産権 3件

有価証券 550千円

出資による権利 1,901万4千円

現金 8億963万円

土地 1万5,818㎡

公有
財産

基金

財産

区分 予算額(通年) 収入済額 支出済額

国民健康保険事業(事業勘定) 10億626万7千円 3億9,144万9千円 3億7,206万7千円

国民健康保険事業(施設勘定) 9,512万9千円 6,024万1千円 5,588万4千円

介護保険事業 10億1,235万2千円 4億5,048万3千円 3億9,774万3千円

後期高齢者医療 1億7,536万6千円 5,780万4千円 5,394万9千円

計 22億8,911万4千円 9億5,997万7千円 8億7,964万3千円

予算額(通年) 収入済額 支出済額

収入 2億3,977万7千円 9,498万8千円 ー

支出 2億4,708万9千円 ー 7,459万7千円

収入 2,360万円 0円 ー

支出 8,562万6千円 ー 2,950万8千円

収入 2億350万円 8,981万7千円 ー

支出 2億1,090万円 ー 3,091万3千円

収入 8,666万6千円 2,619万9千円 ー

支出 1億4,255万6千円 ー 5,617万9千円

下水道事業

収益的

資本的

区分

水道事業

収益的

資本的

　町債は、町の長期にわたる借入金のことです。

公共施設の整備などのように長期にわたって利用

される施設の建設に必要な資金について、世代間

の負担の公平を図る観点から、町債という形で資

金を調達しています。

歳入

予算額(通年)　 40億4,902万4千円

収入済額　21億5,775万8千円

歳出 支出済額　16億8,857万3千円

総務費
2億3,636万5千円

民生費
5億1,827万4千円

衛生費
1億5,732万4千円

商工観光費
4,783万7千円

土木費
4,790万6千円

消防費
9,329万4千円

教育費
2億983万8千円

公債費
2億929万2千円

その他
1億6,844万3千円

　町では、条例に基づき年２回、財政状況

を公表しています。　今回は、2024年度

上半期(2024年4月1日～９月30日）の

財政状況について、町民の皆様にお知ら

せいたします。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　財務課　☎内線３５１

用語解説

2024年度上半期

財政
状況

2024年度上半期

財政
状況



６７ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆
広報真鶴　2024年12月号広報真鶴　2024年12月号

町税
5億7,408万4千円

譲与税・交付金
1億2,361万7千円

地方交付税
10億3,134万2千円

分担金・負担金
1,570万9千円

国県支出金
1億4,810万円

寄附金
4,591万8千円

その他
2億1,898万8千円

一般会計

町　債　町が所有している財産

町税・・・町民の皆さんに納めていただくお金

譲与税・交付金・・・国税の一部から一定の基準で  

                         交付されるお金

地方交付税・・・一定の行政サービスを維持する

　　　　　　　　　　ために国から交付されるお金

分担金・負担金・・・特定の事業により利益を受け

　　　　　　　　　　　　る人や団体に負担してもらう　

　　　　　　　　　　　  お金

国県支出金・・・町が行う特定の事業に対して、　　

　　　　　　　　    国や県から交付されるお金

寄附金・・・町の事業のために皆さんからいただ

              いたお金

繰入金・・・会計間相互の資金運用や、基金を取り

              崩したお金

町債・・・特定の事業を行うために、長期間にわた

           り借り入れするお金

総務費・・・全般的な管理事務、広報文書、財産管

              理、徴税、選挙などのお金

民生費・・・高齢者や児童等の福祉のためのお金

衛生費・・・健康診査などの保健事業、ごみ・し尿　

　　　　　　 処理などの環境衛生のお金

商工観光費・・・商工業の振興、観光対策などの　

　　　　　　　　    お金

土木費・・・道路、公園、住宅などの整備・管理の　

　　　　　　  お金

消防費・・・消火・救急・予防業務のお金

教育費・・・幼稚園や小・中学校、文化活動のため

              のお金

公債費・・・国や県、銀行などから借りたお金・

              利息の返済金

特別会計

企業会計

区分 残高

一般会計 27億9,824万6千円

国民健康保険（施設勘定） 1億1,608万2千円

計 29億1,432万8千円

面積・金額

土地 307万1,291㎡

建物 3万2,031㎡

山林 130万107㎡

立木推定蓄積量 1万9,972㎥

無体財産権 3件

有価証券 550千円

出資による権利 1,901万4千円

現金 8億963万円

土地 1万5,818㎡

公有
財産

基金

財産

区分 予算額(通年) 収入済額 支出済額

国民健康保険事業(事業勘定) 10億626万7千円 3億9,144万9千円 3億7,206万7千円

国民健康保険事業(施設勘定) 9,512万9千円 6,024万1千円 5,588万4千円

介護保険事業 10億1,235万2千円 4億5,048万3千円 3億9,774万3千円

後期高齢者医療 1億7,536万6千円 5,780万4千円 5,394万9千円

計 22億8,911万4千円 9億5,997万7千円 8億7,964万3千円

予算額(通年) 収入済額 支出済額

収入 2億3,977万7千円 9,498万8千円 ー

支出 2億4,708万9千円 ー 7,459万7千円

収入 2,360万円 0円 ー

支出 8,562万6千円 ー 2,950万8千円

収入 2億350万円 8,981万7千円 ー

支出 2億1,090万円 ー 3,091万3千円

収入 8,666万6千円 2,619万9千円 ー

支出 1億4,255万6千円 ー 5,617万9千円

下水道事業

収益的

資本的

区分

水道事業

収益的

資本的

　町債は、町の長期にわたる借入金のことです。

公共施設の整備などのように長期にわたって利用

される施設の建設に必要な資金について、世代間

の負担の公平を図る観点から、町債という形で資

金を調達しています。

歳入

予算額(通年)　 40億4,902万4千円

収入済額　21億5,775万8千円

歳出 支出済額　16億8,857万3千円

総務費
2億3,636万5千円

民生費
5億1,827万4千円

衛生費
1億5,732万4千円

商工観光費
4,783万7千円

土木費
4,790万6千円

消防費
9,329万4千円

教育費
2億983万8千円

公債費
2億929万2千円

その他
1億6,844万3千円

　町では、条例に基づき年２回、財政状況

を公表しています。　今回は、2024年度

上半期(2024年4月1日～９月30日）の

財政状況について、町民の皆様にお知ら

せいたします。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　財務課　☎内線３５１

用語解説

2024年度上半期

財政
状況

2024年度上半期

財政
状況



８広報真鶴　2024年12月号広報真鶴　2024年12月号９ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆

ケープ真鶴

美食広場HP

2025 年 初日の出情報

初日の出時刻６時 51 分頃

午前10時 ～ 午後７時

午前２時   ～ 午後５時　

12月31日(火)

　1月  １日(水)

午前11時 ～ 午後3時

午前11時 ～ 午後3時　

12月31日(火)

　1月  １日(水)

※1月１日(水) 午前２時～午前８時まで広場で特別メニューの提供があります。

乗用車　１台1,000円/日、バイク　１台500円/日

ただし、12月31日(火)午後７時～１月１日(水)午後５時は次の臨時対応となります。

①真鶴町民・湯河原町民の皆さんは無料で駐車できますので、この両日に限り、駐車場の

係員に住所のわかるものや町民利用証を提示し、駐車券をもらいダッシュボードの見える

位置に置き、駐車する。

②一般のお客様は2,000円以上お食事・お買い物いただいても、キャッシュバックはなし。

・ 元旦は早朝から混雑しますのでお車でお越しの際はご注意ください。

・ 緊急車両が通れなくなってしまうため、路上駐車はおやめください。

・日の出前は暗いので灯り等を用意し、怪我のないようにご注意ください。

注意事項

　営業時間

　レストラン

　駐車場

ケープ真鶴　☎６８－１１１２
元旦 初日の出 ケープ真鶴からのお知らせケープ真鶴からのお知らせ

　▼ 年末年始給水当番表 ▼

(有)青木設備　☎68-3158

(有)山田建業　☎090-8557-7243 

※１　年末年始（28日～５日）は閉庁します

が戸籍の届出は宿直室にて受領します。

（右図参照）

　　　年末の大掃除と一緒にメーターボックスもきれいに！

メーターボックスの上に物などがのっていると検針の妨

げになります。また、気がつかないうちに漏水しているこ

とがありますので、次の方法でチェックをしてみましょう。

　　　　

　　　　ご家庭内の全ての蛇口が止まっていることを確認

　　　　水道メーター内の銀色のパイロット(下写真参照）　

　　　　を確認（銀色のパイロットが回っていると漏水の疑

　　　　いがありますので、その場合は、右の当番表の指定

　　　　工事店へ連絡をしてください。）

※点検・修繕などにかかる費用は

   お客様の負担となります。

１
２

年末年始の業務案内

美化センター業務案内 ☎６３-３４７２

上下水道課から年末年始のお知らせ ☎内線３４７・３４８
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４日
(土)

8:30～
11:30

8:30～
11:30

8:30～
11:30

(廃木材×) (廃木材×) (可燃のみ)

日にち

2024年12月 2025年1月

休 休
業務
時間

休
8:30～
11:30

8:30～
11:30

Merry Christmas 
 and Happy New Year

連絡先

←岩海岸 真鶴駅→

宿直室

役   場

正面玄関
駐車場

26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日

(木) (金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金) (土) (日)

役場　　・教育委員会 ６８-１１３１ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

し尿　藤乃衛生社 ６８-２０３５ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

真鶴聖苑 ６８-６４８１ ○ ○ 休 ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○

町民センター ６８-１１３１ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

情報センター真鶴 ６８-１１１１ 〇 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

まなづる図書館 ６８-６３２６ 〇 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

町立体育館 ６８-１１４４ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○
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真鶴魚座 ６８-６５１１ ○ ○ ○ ○ ○ 休 〇 〇 〇 〇 〇
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お林展望公園パークゴルフ場 ６８-５５０１ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

ごみ・資源収集 ６２-５４０８
粗大・
不燃

可燃 休 休 可燃 休 休 休 休 可燃 休

コミュニティバス
伊豆箱根バス(株)小田原営業所

34-0333 ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 ○ ○
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・ 緊急車両が通れなくなってしまうため、路上駐車はおやめください。

・日の出前は暗いので灯り等を用意し、怪我のないようにご注意ください。
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１
２

年末年始の業務案内

美化センター業務案内 ☎６３-３４７２

上下水道課から年末年始のお知らせ ☎内線３４７・３４８

28日
(土)

29日
(日)

30日
(月)

31日
(火)

１日
(水)

２日
(木)

３日
(金)

４日
(土)

8:30～
11:30

8:30～
11:30

8:30～
11:30

(廃木材×) (廃木材×) (可燃のみ)

日にち

2024年12月 2025年1月

休 休
業務
時間

休
8:30～
11:30

8:30～
11:30

Merry Christmas 
 and Happy New Year

連絡先

←岩海岸 真鶴駅→

宿直室

役   場

正面玄関
駐車場

26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日

(木) (金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金) (土) (日)

役場　　・教育委員会 ６８-１１３１ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

し尿　藤乃衛生社 ６８-２０３５ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

真鶴聖苑 ６８-６４８１ ○ ○ 休 ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○

町民センター ６８-１１３１ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

情報センター真鶴 ６８-１１１１ 〇 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

まなづる図書館 ６８-６３２６ 〇 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

町立体育館 ６８-１１４４ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

遠藤貝類博物館 ６８-２１１１ 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休 〇 〇

中川一政美術館 ６８-１１２８ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

真鶴魚座 ６８-６５１１ ○ ○ ○ ○ ○ 休 〇 〇 〇 〇 〇

ケープ真鶴 ６８-１１１２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

お林展望公園パークゴルフ場 ６８-５５０１ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

ごみ・資源収集 ６２-５４０８
粗大・
不燃

可燃 休 休 可燃 休 休 休 休 可燃 休

コミュニティバス
伊豆箱根バス(株)小田原営業所

34-0333 ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 ○ ○

施設名

2024年12月 2025年1月
電話

市外局番
(0465)

↑町民センター

※１

日にち ���事�名

12月

2�日�日� (�)�木�� (�)����

�0日�月� (�)�木�� (�)����

�1日�火� (�)�木�� (�)����

1月

１日�水� (�)�木�� (�)����

２日�木� (�)�木�� (�)����

３日�金� (�)�木�� (�)����



・真鶴の「人財」につい
　てたくさんの人が挙げ
　られていて、こんな人々に支えられている地域の良さに気づけ
　た。人々のつながりでよりよい一貫校になったら素敵だと思い
　ます。

　　

～教育は人づくり、人づくりはまちづくり、まちの未来づくり～

第２回「教育を語り合う会」を開催しました

～教育は人づくり、人づくりはまちづくり、まちの未来づくり～

第２回「教育を語り合う会」を開催しました

　真鶴町教育委員会では、「素晴らしい一貫教育校を真鶴町民みんなの力で」を合
言葉に、将来の学校や教育について町民みんなで話し合う場として、「教育を語り
合う会」を開催しています。今年度第２回目は10月26日(土)、42名の方々の参加
（９グループ編成）のもと、ワークショップが和やかな雰囲気の中行われました。
幼少期に真鶴町の岩海岸で遊ぶことが毎年の恒例行事だった話や、大学生の頃に真
鶴町について研究していた話を紹介してくださった県西教育事務所の宮川社会教育
主事。「町の魅力ある『人材（人財）』が手を取り合うことが子どもたちの元気、
地域の元気につながる」という話が印象的でした。今回は、ワークショップで出された主な意見を紹介します。

 見守り育てる人たち 
子どもを支える地域の人たち／子どもに寄り添う保護者の
方々／自治会など地域のくらしを無償で支える人／人や社
会のために協力したいと思う大人が多くいる／子どもの登
校時の見守りをする人
 教育関係の人たち 
未来を担う人を育てる教師／地域の先生（勉強・スポー
ツ・ピアノ）／遊び方を教えてくださる方々／自然の大切
さを教えてくださる方／スクールカウンセラー／給食の先
生／養護教諭／土曜教室の先生／英会話の先生／学校ボラ
ンティア
 地域の人たち 
明るく元気な子どもたち／経験豊富な高齢者／真鶴にずっ
といる人／町外から移住してきた人／真鶴の生活を楽しん
でいる人／外国からきた人／お世話好きな人／人とのつな
がりを大切にしている人／ボランティア精神旺盛
 働く人たち 
産業を守っている人（農業・水産業・石材業等）／真鶴の
食を支える食べ物やさん／役場職員／こだわりのある店を
開く人／起業する人
 芸術・文化・歴史 
芸術家がたくさん／真鶴の歴史を伝えてくださる方／町の
伝統行事を支えている人／真鶴のよさを紹介している人
（SNS、映像、案内など）

問い合わせ　教育課教育総務係　☎内線４３７

詳細な内容はコチラから ➡

  終了後の振り返り（一部）

テーマ1 「真鶴町にはどんな人たちがいるかな？」

 学校 
『こんな学校だったらいいな』
開かれた学校／受け入れてくれる学校／仕事帰りや学校帰
りに立ち寄れる学校／地域の拠点／どんな先生がいるか分
かる／子どもと地域の人たちが交流できるスペースや機会
がある
『こんな先生だったらいいな』
地域のことを学び、学習に生かす先生／いつも笑顔／話し
かけてくれる先生／あいさつしてくれる先生／柔軟な先生
／話を聞いてくれる／子どもたちの思いを大切にしてくれ
る先生／教育の目的や方向性を説明できる先生
 地域 
『こんな地域の人だったらいいな』　　 
子どもの安全・安心を大切にしてくれる人／厳しくも温か
い言葉がけをしてくれる人／子どもや先生と一緒に活動を
楽しんでくれる人／子どものワクワク感を刺激してくれる
人／子どものお手本となる人／真鶴のことを教えてくれる
人／得意なことを教えてくれる人／先生をサポートする人
 学校と地域を、町民と町民をつなぐ 
学校の想いと地域の想いをつなぐコーディネーター／町民
同士をつないでくれるお世話好きな人／何か役割を与えて
くれる人　

テーマ2 「学校と地域には、どんな人たちにいてほしい？」

次回は、２月15日(土) 9:30～11:30、
町民センター3階講堂を予定しています。

・学校と地域と行政と、みんなで力を合わせて「当事者」とし
　て何ができるかを考えていくことが大切であると再認識しま
　した。様々な立場の方々と語り合える機会というのは大変貴
　重で楽しかったです。ありがとうございました。
　・学校、地域、保護者にプラスして行政の力も大切な要素だと
　感じた。みんなが同じ方向を向き、熱い気持ちをもち、この
　小さな町でみんなで生きていく。そんな町の礎となる学校を

つくってほしい。
・学校と地域の思
いをじっくりと共
有できてよかった
です。地域と協働
した学校づくりに
希望をもつことが
できました。

1011 ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年12月号 広報真鶴　2024年12月号

・今回は小学6年生が来てくれて、子ども目線の話を聞けて大変有
　意義でした。未来の子どもたちに向けて良い学校を、今の子ど
　もたちがここで子育てしたくなるような学校を、町民全体で遊
　び、楽しみ、支え合える学校を︕と改めて思いました。

　真鶴町のこども計画等の策定が進んでいます。
こども計画は、「こどもまんなか社会」の実現を目
指して、真鶴町のこどもや若者が保護者や社会に
支えられる中で健やかに成長したり、個性や多様
性が尊重され、自分らしく生きていく環境を育んで
いくために必要な施策を取りまとめていきます。
　10月に開催した第1回意見交換会では、情報セ
ンターでの子育てサロン等の開催や高校生を含
めたこども・若者の居場所・遊び場づくり、保育園・
一時預かり・まなっこ広場等のサービスや運用の
改善、困難な状況にある子どもの支援や児童育成
支援拠点事業の実施等について活発に意見交換
しました。また、何を大事にして、子どもを巡る環境
を育てていくのか、幼児教育のあり方など大きな
方向性を皆で議論したいといったご意見もいただ
きました。また、同会で試行したネットワーキング   

（つながりをつくる交流会）も有意義な時間となり、
居場所づくりに係る補助金情報の提供を含め、第
２回目の意見交換会を右記のとおり開催します。
どうぞご参加ください。

　申し込み・問い合わせ　健康こども課 ☎内線２３3

　中学校までしかない真鶴町では、高校生
年代から町内外に就学・就職とそれぞれの
道を歩みます。真鶴で生まれ育った若い世

代が地域とつながり続ける、どんな町だったら楽
しいか、真鶴町の高校生年代・大学生年代を対象
に、当事者の皆さんと語り合う若者会議
を右記のとおり開催します。友達・仲間
もご一緒に、どうぞご参加ください。

こども計画等策定に関する
第2回意見交換会・ネットワーキング

若者会議
～真鶴の未来をつくる若者集合！～

真鶴町こども計画等策定に向けた
意見交換会・若者会議を開催します
真鶴町こども計画等策定に向けた

意見交換会・若者会議を開催します

日時 12月15日（日）
10:00-11:30  

会場 情報センター２階 
第1会議室

事前予約制（電話申込）予約

対象 真鶴町の高校生・大学生年代
テーマに関心のある同年代の
町外者の参加も大歓迎です。

テーマ 「どんな町で暮らしたい？
　真鶴の未来を語ろう！ 」

12月22日（日）9:30-12:00  

第1部　　9:30-10:50　 意見交換会　
第2部　11:00-12:00　ネットワーキング

日時

町民センター3階　講堂

会場

予約・備考

事前予約制（電話申込）

参加費無料、託児スペースもご用意します。

ネットワーキングとは・・・
こども・子育てに関する活動を実践している

町民や団体・事業者、これから活動を始めよ

うとしている方々が、自己紹介を通してお互い

を知りつながる活動交流会です。

意見交換会

若者会議



・真鶴の「人財」につい
　てたくさんの人が挙げ
　られていて、こんな人々に支えられている地域の良さに気づけ
　た。人々のつながりでよりよい一貫校になったら素敵だと思い
　ます。

　　

～教育は人づくり、人づくりはまちづくり、まちの未来づくり～

第２回「教育を語り合う会」を開催しました

～教育は人づくり、人づくりはまちづくり、まちの未来づくり～

第２回「教育を語り合う会」を開催しました

　真鶴町教育委員会では、「素晴らしい一貫教育校を真鶴町民みんなの力で」を合
言葉に、将来の学校や教育について町民みんなで話し合う場として、「教育を語り
合う会」を開催しています。今年度第２回目は10月26日(土)、42名の方々の参加
（９グループ編成）のもと、ワークショップが和やかな雰囲気の中行われました。
幼少期に真鶴町の岩海岸で遊ぶことが毎年の恒例行事だった話や、大学生の頃に真
鶴町について研究していた話を紹介してくださった県西教育事務所の宮川社会教育
主事。「町の魅力ある『人材（人財）』が手を取り合うことが子どもたちの元気、
地域の元気につながる」という話が印象的でした。今回は、ワークショップで出された主な意見を紹介します。

 見守り育てる人たち 
子どもを支える地域の人たち／子どもに寄り添う保護者の
方々／自治会など地域のくらしを無償で支える人／人や社
会のために協力したいと思う大人が多くいる／子どもの登
校時の見守りをする人
 教育関係の人たち 
未来を担う人を育てる教師／地域の先生（勉強・スポー
ツ・ピアノ）／遊び方を教えてくださる方々／自然の大切
さを教えてくださる方／スクールカウンセラー／給食の先
生／養護教諭／土曜教室の先生／英会話の先生／学校ボラ
ンティア
 地域の人たち 
明るく元気な子どもたち／経験豊富な高齢者／真鶴にずっ
といる人／町外から移住してきた人／真鶴の生活を楽しん
でいる人／外国からきた人／お世話好きな人／人とのつな
がりを大切にしている人／ボランティア精神旺盛
 働く人たち 
産業を守っている人（農業・水産業・石材業等）／真鶴の
食を支える食べ物やさん／役場職員／こだわりのある店を
開く人／起業する人
 芸術・文化・歴史 
芸術家がたくさん／真鶴の歴史を伝えてくださる方／町の
伝統行事を支えている人／真鶴のよさを紹介している人
（SNS、映像、案内など）

問い合わせ　教育課教育総務係　☎内線４３７

詳細な内容はコチラから ➡

  終了後の振り返り（一部）

テーマ1 「真鶴町にはどんな人たちがいるかな？」

 学校 
『こんな学校だったらいいな』
開かれた学校／受け入れてくれる学校／仕事帰りや学校帰
りに立ち寄れる学校／地域の拠点／どんな先生がいるか分
かる／子どもと地域の人たちが交流できるスペースや機会
がある
『こんな先生だったらいいな』
地域のことを学び、学習に生かす先生／いつも笑顔／話し
かけてくれる先生／あいさつしてくれる先生／柔軟な先生
／話を聞いてくれる／子どもたちの思いを大切にしてくれ
る先生／教育の目的や方向性を説明できる先生
 地域 
『こんな地域の人だったらいいな』　　 
子どもの安全・安心を大切にしてくれる人／厳しくも温か
い言葉がけをしてくれる人／子どもや先生と一緒に活動を
楽しんでくれる人／子どものワクワク感を刺激してくれる
人／子どものお手本となる人／真鶴のことを教えてくれる
人／得意なことを教えてくれる人／先生をサポートする人
 学校と地域を、町民と町民をつなぐ 
学校の想いと地域の想いをつなぐコーディネーター／町民
同士をつないでくれるお世話好きな人／何か役割を与えて
くれる人　

テーマ2 「学校と地域には、どんな人たちにいてほしい？」

次回は、２月15日(土) 9:30～11:30、
町民センター3階講堂を予定しています。

・学校と地域と行政と、みんなで力を合わせて「当事者」とし
　て何ができるかを考えていくことが大切であると再認識しま
　した。様々な立場の方々と語り合える機会というのは大変貴
　重で楽しかったです。ありがとうございました。
　・学校、地域、保護者にプラスして行政の力も大切な要素だと
　感じた。みんなが同じ方向を向き、熱い気持ちをもち、この
　小さな町でみんなで生きていく。そんな町の礎となる学校を

つくってほしい。
・学校と地域の思
いをじっくりと共
有できてよかった
です。地域と協働
した学校づくりに
希望をもつことが
できました。
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・今回は小学6年生が来てくれて、子ども目線の話を聞けて大変有
　意義でした。未来の子どもたちに向けて良い学校を、今の子ど
　もたちがここで子育てしたくなるような学校を、町民全体で遊
　び、楽しみ、支え合える学校を︕と改めて思いました。

　真鶴町のこども計画等の策定が進んでいます。
こども計画は、「こどもまんなか社会」の実現を目
指して、真鶴町のこどもや若者が保護者や社会に
支えられる中で健やかに成長したり、個性や多様
性が尊重され、自分らしく生きていく環境を育んで
いくために必要な施策を取りまとめていきます。
　10月に開催した第1回意見交換会では、情報セ
ンターでの子育てサロン等の開催や高校生を含
めたこども・若者の居場所・遊び場づくり、保育園・
一時預かり・まなっこ広場等のサービスや運用の
改善、困難な状況にある子どもの支援や児童育成
支援拠点事業の実施等について活発に意見交換
しました。また、何を大事にして、子どもを巡る環境
を育てていくのか、幼児教育のあり方など大きな
方向性を皆で議論したいといったご意見もいただ
きました。また、同会で試行したネットワーキング   

（つながりをつくる交流会）も有意義な時間となり、
居場所づくりに係る補助金情報の提供を含め、第
２回目の意見交換会を右記のとおり開催します。
どうぞご参加ください。

　申し込み・問い合わせ　健康こども課 ☎内線２３3

　中学校までしかない真鶴町では、高校生
年代から町内外に就学・就職とそれぞれの
道を歩みます。真鶴で生まれ育った若い世

代が地域とつながり続ける、どんな町だったら楽
しいか、真鶴町の高校生年代・大学生年代を対象
に、当事者の皆さんと語り合う若者会議
を右記のとおり開催します。友達・仲間
もご一緒に、どうぞご参加ください。

こども計画等策定に関する
第2回意見交換会・ネットワーキング

若者会議
～真鶴の未来をつくる若者集合！～

真鶴町こども計画等策定に向けた
意見交換会・若者会議を開催します
真鶴町こども計画等策定に向けた

意見交換会・若者会議を開催します

日時 12月15日（日）
10:00-11:30  

会場 情報センター２階 
第1会議室

事前予約制（電話申込）予約

対象 真鶴町の高校生・大学生年代
テーマに関心のある同年代の
町外者の参加も大歓迎です。

テーマ 「どんな町で暮らしたい？
　真鶴の未来を語ろう！ 」

12月22日（日）9:30-12:00  

第1部　　9:30-10:50　 意見交換会　
第2部　11:00-12:00　ネットワーキング

日時

町民センター3階　講堂

会場

予約・備考

事前予約制（電話申込）

参加費無料、託児スペースもご用意します。

ネットワーキングとは・・・
こども・子育てに関する活動を実践している

町民や団体・事業者、これから活動を始めよ

うとしている方々が、自己紹介を通してお互い

を知りつながる活動交流会です。

意見交換会

若者会議
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連

　載

　
心
が
ふ
れ
あ
い
、
豊
か
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
く
「
ふ
れ
あ
い

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
「
な
ぶ
ら

市
」
で
中
学
生
や
青
少
年
指

導
員
が
主
体
と
な
っ
て
開
催

し
ま
す
。
模
擬
店
な
ど
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
12
月
22
日
㈰

　
10
時
〜
13
時

◇
会
場

　
真
鶴
港
岸
壁
広
場

◇
内
容

　
駄
菓
子
販
売
・
ヨ
ー
ヨ
ー

　
釣
り
・
ボ
ー
ル
す
く
い
・

　
人
形
す
く
い
・
輪
投
げ
を

　
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
す
。
親
子

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
予
約
制
で
す

の
で
、
お
早
目
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
12
月
24
日
㈫

　
10
時
15
分
〜
11
時
30
分

(
受
付
10
時
〜
)

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階 

講
堂

◇
内
容

　
歌
・
手
遊
び
・
工
作
・
バ

　
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
フ
ォ
ト

　
パ
ネ
ル
で
の
記
念
撮
影
等

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
サ

　
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て

　
き
ま
す
！

◇
定
員 

就
学
前
の
お
子
さ
ん

(
25
名
)
と
そ
の
保
護
者

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

◇
申
し
込
み

　
12
月
２
日
㈪
〜
18
日
㈬

　
健
康
こ
ど
も
課
こ
ど
も
支

　
援
係
へ
電
話
ま
た
は
直
接

　
申
し
込
み
(
土
日
除
く
)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
２
３
１

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物

館
で
は
、
真
鶴
町
内
の
海
や

お
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
海

の
自
然
を
は
じ
め
、
海
と
陸

の
つ
な
が
り
、
漁
業
や
水
産

資
源
に
つ
い
て
を
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
す
。
今
回
は
、
「
真

鶴
半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
し
、
真
鶴
半
島
や
お

林
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
15
日
㈰

　
10
時
〜
12
時
30
分

◇
会
場

　
遠
藤
貝
類
博
物
館
、
お
林
、

  

三
ツ
石
海
岸

◇
参
加
費
　
大
人
３
５
０
円
、

　
小
学
生
〜
高
校
生
２
０
０
円
、

　
幼
児
50
円
(
傷
害
保
険
料
、

　
博
物
館
入
館
料
)

◇
申
込
方
法

　
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電

　
話
に
て
受
付
。

(
12
月
14
日
㈯
15
時
締
切)

◇
そ
の
他

※

12
月
８
日
㈰
に
は
、
こ
ど

　
も
向
け
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ま
な
づ
る
自
然
こ
ど
も
ク

　
ラ
ブ
『
お
林
を
た
ん
け
ん

　
し
よ
う
！
』
」
を
開
催
し

　
ま
す
。
空
き
状
況
に
よ
っ

　
て
は
ご
案
内
で
き
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
興

　
味
の
あ
る
方
は
電
話
に
て

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
１
１
１

◇
開
催
日
　
１
月
26
日
㈰

◇
会
場

　
中
川
一
政
美
術
館
　
茶
室

◇
時
間
　 

①
10
時
30
分
、
②
13
時
30
分 

(

全
２
回
、
各
１
時
間
程
度)

◇
内
容
　

　
中
川
画
伯
が
制
作
し
た
陶

　
芸
作
品
に
触
れ
あ
い
、
こ

　
だ
わ
り
の
茶
室
に
て
鑑
賞

　
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
協
力

　
中
川
一
政
美
術
館
サ
ポ
ー

　
タ
ー
ズ

◇
参
加
費
　
３
０
０
０
円

(
粗
品
、
観
覧
料
を
含
む
)

◇
定
員  

10
名
(
各
回
５
名)

◇
申
込
方
法 

　
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話
ま

　
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
(
年
末
年
始
、

　
水
曜
日
除
く
９
時
〜
17
時)

◇
申
込
期
間

　
12
月
１
日
㈰
〜
１
月
17
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
中
川
一
政
美
術
館

☎
０
４
６
５
・
68
・
１
１
２
８

FAX
０
４
６
５
・
68
・
１
１
２
６

ふ
れ
あ
い
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

◇
日
時

　
12
月
17
日
㈫ 

13
時
40
分
〜

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階 

講
堂

※

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
前
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

　
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
教
育
課

　
☎
内
線
４
３
４
・
４
３
７

　
第
43
回
青
色
申
告
・
小
学

生
の
税
の
書
道
展
で
入
賞
さ

れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
10
日
㈫
〜
15
日
㈰

※

都
合
に
よ
り
急
遽
日
次
・

　
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合

　
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
場
所 

情
報
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
５
２

　
第
68
回
真
鶴
半
島
駅
伝
競

走
大
会
が
１
月
12
日
㈰
に
、

コ
ー
ス
や
計
測
方
法
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
前
回
大
会
か
ら
５
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

多
く
の
中
高
生
を
は
じ
め
と

す
る
参
加
者
が
日
頃
の
努
力

の
成
果
を
競
い
合
う
大
会
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
開
催
に
あ

た
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支

援
を
賜
り
た
く
、
協
賛
金
募

集
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
協
賛
金

　
１
口 

５
０
０
０
円
〜

(
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い)

◇
目
的
　

　
大
会
運
営
資
金
に
充
て
る

　
た
め(

今
大
会
か
ら
、
計

　
測
業
務
を
事
業
者
に
委
託

　
し
ま
す)

◇
特
典
　

　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
名
前

　
ま
た
は
広
告
掲
載
な
ど

◇
受
付
方
法
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
教
育

　
委
員
会
ま
で
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　
12
月
10
日
㈫
17
時
ま
で

　
一
緒
に
駅
伝
大
会
を
盛
り

　
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課

　
☎
内
線
４
３
６
・
４
３
８

　
12
月
22
日
に
真
鶴
産
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
(
通
称
:
ま

な
づ
る
里
海
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
)
が

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
に
開
館
し
て

か
ら
10
年
間
、
真
鶴
観
光
協

会
や
ス
ミ
マ
ル
シ
ェ
な
ど
、

多
く
の
方
か
ら
の
支
援
を
得

て
、
町
の
地
場
産
業
の
振
興

や
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

現

在

、

チ

ャ

レ

ン

ジ

シ
ョ
ッ
プ
Ａ(

観
光
協
会
横)

の
利
用
者
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
応
募
資
格
や
選
考
基

準
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
２

　
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
機

器
入
れ
替
え
作
業
の
た
め
、

住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
た
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
18
日
㈬
、
12
月
19
日
㈭

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【停
止
す
る
業
務
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
利
用
し
た
転
出
、
転
入

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
交
付
、
申
請
書
の
発
行

・
暗
証
番
号
の
変
更
、

　
ロ
ッ
ク
解
除

・
電
子
証
明
書
の
発
行
、

　
更
新

・
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交

　
付
　
等

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
４

遠
藤
貝
類
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

「海
さ
ん
ぽ
」

「
ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ

中
川
一
政
美
術
館

館
蔵
品
鑑
賞
会

小
学
生
の
税
の
書
道
展

入
賞
作
品
展
示
に
つ
い
て

真
鶴
町
学
校
建
設
準
備

委
員
会
開
催
の
お
知
ら
せ

真
鶴
半
島
駅
伝
競
走
大
会

協
賛
金
募
集

真鶴町
ホームページ

真
鶴
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

が
10
周
年
を
迎
え
ま
す

真鶴町
ホームページ

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
停
止
に
つ
い
て

ディスカバーブルー
ホームページ
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連

　載

　
心
が
ふ
れ
あ
い
、
豊
か
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
く
「
ふ
れ
あ
い

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
「
な
ぶ
ら

市
」
で
中
学
生
や
青
少
年
指

導
員
が
主
体
と
な
っ
て
開
催

し
ま
す
。
模
擬
店
な
ど
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
12
月
22
日
㈰

　
10
時
〜
13
時

◇
会
場

　
真
鶴
港
岸
壁
広
場

◇
内
容

　
駄
菓
子
販
売
・
ヨ
ー
ヨ
ー

　
釣
り
・
ボ
ー
ル
す
く
い
・

　
人
形
す
く
い
・
輪
投
げ
を

　
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
す
。
親
子

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
予
約
制
で
す

の
で
、
お
早
目
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
12
月
24
日
㈫

　
10
時
15
分
〜
11
時
30
分

(
受
付
10
時
〜
)

◇
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階 

講
堂

◇
内
容

　
歌
・
手
遊
び
・
工
作
・
バ

　
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
フ
ォ
ト

　
パ
ネ
ル
で
の
記
念
撮
影
等

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
サ

　
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て

　
き
ま
す
！

◇
定
員 

就
学
前
の
お
子
さ
ん

(
25
名
)
と
そ
の
保
護
者

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

◇
申
し
込
み

　
12
月
２
日
㈪
〜
18
日
㈬

　
健
康
こ
ど
も
課
こ
ど
も
支

　
援
係
へ
電
話
ま
た
は
直
接

　
申
し
込
み
(
土
日
除
く
)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
２
３
１

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物

館
で
は
、
真
鶴
町
内
の
海
や

お
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
海

の
自
然
を
は
じ
め
、
海
と
陸

の
つ
な
が
り
、
漁
業
や
水
産

資
源
に
つ
い
て
を
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
す
。
今
回
は
、
「
真

鶴
半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
し
、
真
鶴
半
島
や
お

林
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
15
日
㈰

　
10
時
〜
12
時
30
分

◇
会
場

　
遠
藤
貝
類
博
物
館
、
お
林
、

  

三
ツ
石
海
岸

◇
参
加
費
　
大
人
３
５
０
円
、

　
小
学
生
〜
高
校
生
２
０
０
円
、

　
幼
児
50
円
(
傷
害
保
険
料
、

　
博
物
館
入
館
料
)

◇
申
込
方
法

　
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電

　
話
に
て
受
付
。

(
12
月
14
日
㈯
15
時
締
切)

◇
そ
の
他

※

12
月
８
日
㈰
に
は
、
こ
ど

　
も
向
け
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ま
な
づ
る
自
然
こ
ど
も
ク

　
ラ
ブ
『
お
林
を
た
ん
け
ん

　
し
よ
う
！
』
」
を
開
催
し

　
ま
す
。
空
き
状
況
に
よ
っ

　
て
は
ご
案
内
で
き
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
興

　
味
の
あ
る
方
は
電
話
に
て

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
１
１
１

◇
開
催
日
　
１
月
26
日
㈰

◇
会
場

　
中
川
一
政
美
術
館
　
茶
室

◇
時
間
　 

①
10
時
30
分
、
②
13
時
30
分 

(

全
２
回
、
各
１
時
間
程
度)

◇
内
容
　

　
中
川
画
伯
が
制
作
し
た
陶

　
芸
作
品
に
触
れ
あ
い
、
こ

　
だ
わ
り
の
茶
室
に
て
鑑
賞

　
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
協
力

　
中
川
一
政
美
術
館
サ
ポ
ー

　
タ
ー
ズ

◇
参
加
費
　
３
０
０
０
円

(
粗
品
、
観
覧
料
を
含
む
)

◇
定
員  

10
名
(
各
回
５
名)

◇
申
込
方
法 

　
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話
ま

　
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
(
年
末
年
始
、

　
水
曜
日
除
く
９
時
〜
17
時)

◇
申
込
期
間

　
12
月
１
日
㈰
〜
１
月
17
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
中
川
一
政
美
術
館

☎
０
４
６
５
・
68
・
１
１
２
８

FAX
０
４
６
５
・
68
・
１
１
２
６

ふ
れ
あ
い
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

◇
日
時

　
12
月
17
日
㈫ 

13
時
40
分
〜

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階 

講
堂

※

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
前
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

　
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
教
育
課

　
☎
内
線
４
３
４
・
４
３
７

　
第
43
回
青
色
申
告
・
小
学

生
の
税
の
書
道
展
で
入
賞
さ

れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
10
日
㈫
〜
15
日
㈰

※

都
合
に
よ
り
急
遽
日
次
・

　
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合

　
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
場
所 

情
報
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
５
２

　
第
68
回
真
鶴
半
島
駅
伝
競

走
大
会
が
１
月
12
日
㈰
に
、

コ
ー
ス
や
計
測
方
法
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
前
回
大
会
か
ら
５
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

多
く
の
中
高
生
を
は
じ
め
と

す
る
参
加
者
が
日
頃
の
努
力

の
成
果
を
競
い
合
う
大
会
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
開
催
に
あ

た
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支

援
を
賜
り
た
く
、
協
賛
金
募

集
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
協
賛
金

　
１
口 

５
０
０
０
円
〜

(
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い)

◇
目
的
　

　
大
会
運
営
資
金
に
充
て
る

　
た
め(

今
大
会
か
ら
、
計

　
測
業
務
を
事
業
者
に
委
託

　
し
ま
す)

◇
特
典
　

　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
名
前

　
ま
た
は
広
告
掲
載
な
ど

◇
受
付
方
法
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
教
育

　
委
員
会
ま
で
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　
12
月
10
日
㈫
17
時
ま
で

　
一
緒
に
駅
伝
大
会
を
盛
り

　
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課

　
☎
内
線
４
３
６
・
４
３
８

　
12
月
22
日
に
真
鶴
産
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
(
通
称
:
ま

な
づ
る
里
海
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
)
が

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
に
開
館
し
て

か
ら
10
年
間
、
真
鶴
観
光
協

会
や
ス
ミ
マ
ル
シ
ェ
な
ど
、

多
く
の
方
か
ら
の
支
援
を
得

て
、
町
の
地
場
産
業
の
振
興

や
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

現

在

、

チ

ャ

レ

ン

ジ

シ
ョ
ッ
プ
Ａ(

観
光
協
会
横)

の
利
用
者
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
応
募
資
格
や
選
考
基

準
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
２

　
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
機

器
入
れ
替
え
作
業
の
た
め
、

住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
た
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
日
時

　
12
月
18
日
㈬
、
12
月
19
日
㈭

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【停
止
す
る
業
務
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
利
用
し
た
転
出
、
転
入

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
交
付
、
申
請
書
の
発
行

・
暗
証
番
号
の
変
更
、

　
ロ
ッ
ク
解
除

・
電
子
証
明
書
の
発
行
、

　
更
新

・
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交

　
付
　
等

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
４

遠
藤
貝
類
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

「海
さ
ん
ぽ
」

「
ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ

中
川
一
政
美
術
館

館
蔵
品
鑑
賞
会

小
学
生
の
税
の
書
道
展

入
賞
作
品
展
示
に
つ
い
て

真
鶴
町
学
校
建
設
準
備

委
員
会
開
催
の
お
知
ら
せ

真
鶴
半
島
駅
伝
競
走
大
会

協
賛
金
募
集

真鶴町
ホームページ

真
鶴
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

が
10
周
年
を
迎
え
ま
す

真鶴町
ホームページ

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
停
止
に
つ
い
て

ディスカバーブルー
ホームページ
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連

　載

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
お
よ
び
地
域
住
民
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
真

鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
(
管

理
人
室
)
の
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
活
用
し
て
頂
け
る
事
業
者

を
公
募
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

◇
使
用
可
能
ス
ペ
ー
ス
の
概
要

⑴
所
在
地
　

　
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
真
鶴

　
町
岩
１
７
２‐

８

(
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
)

⑵
貸
付
面
積
　

　
３
４
.
２
２
３
㎡

(
管
理
人
室
)

⑶
使
用
料
金
　

　
年
額
:
２
６
４
,
３
３
７
円

　
月
額
:
２
２
,
０
２
８
円

※

水
道
光
熱
費
は
別
途

　(

面
積
按
分) 

と
す
る
。

⑷
築
年
月
日
　

　
１
９
８
３
年(

昭
和
58
年)

　
12
月
26
日

⑸
施
設
構
造
　

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
３
階
建
て

◇
申
請
書
受
付
期
間

　
12
月
２
日
㈪
８
時
30
分
〜

　
12
月
16
日
㈪
17
時
15
分

＊
申
請
書
の
提
出
は
、
持
参

　
ま
た
は
郵
送
と
し
ま
す
。

　
郵
送
の
場
合
12
月
16
日
必
着

＊
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

　
ほ
か
、
保
険
福
祉
課
で
も

　
配
布
し
ま
す
。

◇
募
集
お
よ
び
今
後
の

   
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
事
前
申
請
書
の
受
付

　
12
月
２
日
〜
12
月
16
日

　
17
時
15
分
必
着

②
申
請
書
類
の
受
付

③
候
補
者
の
選
定

　
１
月
末
を
予
定
　

④
結
果
の
通
知

　
１
月
末
を
予
定

※

な
お
、
候
補
者
の
選
定
以

　
降
の
日
程
は
予
定
で
あ
り
、

　
必
要
に
応
じ
て
日
程
変
更

　
の
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
応
募
さ

　
れ
た
事
業
者
に
対
し
て
は
、

　
そ
の
旨
を
通
知
い
た
し
ま

　
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
２
３

・
住
所

〒
２
５
９-

０
２
０
２

神
奈
川
県
足
柄
下
郡

真
鶴
町
岩
２
４
４‐

１

真
鶴
町
役
場
　
保
険

福
祉
課
　
福
祉
係

・
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

(
土
・
日
・
祝
日
除
く)

　
講
座
に
参
加
し
て
普
段
の

食
事
や
運
動
等
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
糖

尿
病
療
養
指
導
士
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
血
糖
値
が
高

め
と
い
わ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
　

・
真
鶴
町
に
在
住
し
て
い
る

　
40
歳
以
上
の
方

・
特
定
健
康
診
査
等
健
康
診

　
断
の
結
果
、HbA1c6.0

％

　
以
上7.0

％
未
満
の
方

※

た
だ
し
、
現
在
治
療
中
の

　
方
は
対
象
外
で
す
。

◇
日
程
　

　
４
日
間
１
コ
ー
ス

⑴
12
月
４
日
㈬

⑵
１
月
10
日
㈮

⑶
１
月
16
日
㈭

⑷
１
月
28
日
㈫

(
で
き
る
だ
け
４
日
間
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
)

◇
時
間

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

(
４
日
間
と
も
に
)

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
堂

◇
内
容
　
　

【
１
日
目
】
　

　
血
糖
値
が
高
い
と
何
故
い

　
け
な
い
の
か
。
あ
な
た
の

　
身
体
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

【
２
日
目
】
　

　
血
糖
値
を
上
げ
や
す
い
食

　
事
・
上
げ
に
く
い
食
事
を

　
確
認
し
ま
す
。

【
３
日
目
】
　

　
筋
力
ア
ッ
プ
で
血
糖
値
と

　
上
手
に
付
き
合
お
う
。

【
４
日
目
】
　

　
み
ん
な
で
話
し
て
、
な
り

　
た
い
自
分
を
み
つ
け
よ
う
。

◇
定
員
　
20
名
　
　

◇
申
込
方
法

　
電
話
申
込
制

◇
申
込
締
切

　
12
月
３
日
㈫

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

有
効
活
用
者
公
募
に
つ
い
て

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
、
小
田
原
市
・
箱
根

町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
が

共
同
で
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
者
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
時
間
　
10
時
〜
正
午

■
問
い
合
わ
せ

・
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７

・
湯
河
原
町
社
会
福
祉
課
　

☎
０
４
６
５
・
63
・
２
１
１
１

(
内
線
３
１
２
)

・
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

(
各
相
談
事
業
者
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
)
　

☎
０
４
６
５
・
35
・
５
２
５
８

　　
国
際
連
合
は
、
世
界
人
権

宣
言
採
択
を
記
念
し
、
採
択

日
の
12
月
10
日
を
人
権
デ
ー

と
決
め
、
法
務
省
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と

す
る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、
人
権
被
害

を
受
け
た
人
を
救
出
す
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員
が
無
料
で
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
真
鶴
町
以
外
の

相
談
所(

下
表
参
照)

で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
「
拉
致
問
題
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
つ
い
て
関
心
と

認
識
を
深
め
る
た
め
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と

し
定
め
て
い
ま
す
。
国
際
連

合
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
北

朝
鮮
の
人
権
状
況
は
我
が
国

の
国
民
的
な
課
題
で
あ
り
、

国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
す
。

　
真
鶴
町
で
は
、
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
に
併

せ
て
、
特
定
失
踪
者
パ
ネ
ル

展
お
よ
び
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の

掲
示
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

【
パ
ネ
ル
展
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
　

　
掲
示
期
間
】

◇
日
時

　
12
月
17
日
㈫
〜
22
日
㈰

　
９
時
〜
17
時

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
　

　
機
能
回
復
訓
練
室

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
毎
月
第
４
土
曜
日
に
公
益

社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後

見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
小
田

原
西
地
区
に
よ
り
開
催
さ
れ

て
い
る
行
政
書
士
無
料
相
談

会
に
つ
い
て
、
12
月
の
第
４

土
曜
日
(
12
月
28
日
)
は
町

民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
の
た

め
、
開
催
中
止
と
な
り
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

◆ 町民センター１階

血
糖
値
が
高
め
の

あ
な
た
の
た
め
の
講
座

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

障
が
い
者
出
張
福
祉

相
談
会
の
お
知
ら
せ

人
権
週
間
に
つ
い
て

◆真鶴会場

開催日 場所

12月24日(火)

１月28日(火)

町民センター１階
機能回復訓練室

◆湯河原会場

開催日 場所

12月16日(月)

１月20日(月)

たんぽぽ作業所
 相談室２

◆人権相談所

市町名 日時 場所 照会先 その他

小田原市
12月10日（火）
13時30分～15時30分

小田原市役所２階
市民相談室

小田原市市民部地域安全課市民相談係
☎0465-33-1383

当日（午前８時30分から）電話にて、
予約を受けています。【定員３人】

湯河原町
12月10日（火）
13時～16時

宮下会館第１会議室
湯河原町社会福祉課
☎0465-63-2111

真鶴町
12月10日（火）
10時～15時

真鶴町民センター
真鶴町保険福祉課
☎0465-68-1131

特に予約は必要ありません。

箱根町
12月4日（水）
13時～16時

箱根町役場分庁舎4階
第5会議室

箱根町福祉部福祉課
☎0460-85-7790

相談のある方は事前に
ご連絡ください。

12
月
の
行
政
書
士
無
料

相
談
会
は
お
休
み
で
す

真鶴町
ホームページ
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連

　載

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
お
よ
び
地
域
住
民
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
真

鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
(
管

理
人
室
)
の
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
活
用
し
て
頂
け
る
事
業
者

を
公
募
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

◇
使
用
可
能
ス
ペ
ー
ス
の
概
要

⑴
所
在
地
　

　
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
真
鶴

　
町
岩
１
７
２‐

８

(
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
)

⑵
貸
付
面
積
　

　
３
４
.
２
２
３
㎡

(
管
理
人
室
)

⑶
使
用
料
金
　

　
年
額
:
２
６
４
,
３
３
７
円

　
月
額
:
２
２
,
０
２
８
円

※

水
道
光
熱
費
は
別
途

　(

面
積
按
分) 

と
す
る
。

⑷
築
年
月
日
　

　
１
９
８
３
年(

昭
和
58
年)

　
12
月
26
日

⑸
施
設
構
造
　

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
３
階
建
て

◇
申
請
書
受
付
期
間

　
12
月
２
日
㈪
８
時
30
分
〜

　
12
月
16
日
㈪
17
時
15
分

＊
申
請
書
の
提
出
は
、
持
参

　
ま
た
は
郵
送
と
し
ま
す
。

　
郵
送
の
場
合
12
月
16
日
必
着

＊
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

　
ほ
か
、
保
険
福
祉
課
で
も

　
配
布
し
ま
す
。

◇
募
集
お
よ
び
今
後
の

   

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
事
前
申
請
書
の
受
付

　
12
月
２
日
〜
12
月
16
日

　
17
時
15
分
必
着

②
申
請
書
類
の
受
付

③
候
補
者
の
選
定

　
１
月
末
を
予
定
　

④
結
果
の
通
知

　
１
月
末
を
予
定

※

な
お
、
候
補
者
の
選
定
以

　
降
の
日
程
は
予
定
で
あ
り
、

　
必
要
に
応
じ
て
日
程
変
更

　
の
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
応
募
さ

　
れ
た
事
業
者
に
対
し
て
は
、

　
そ
の
旨
を
通
知
い
た
し
ま

　
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
２
３

・
住
所

〒
２
５
９-

０
２
０
２

神
奈
川
県
足
柄
下
郡

真
鶴
町
岩
２
４
４‐

１

真
鶴
町
役
場
　
保
険

福
祉
課
　
福
祉
係

・
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

(

土
・
日
・
祝
日
除
く)

　
講
座
に
参
加
し
て
普
段
の

食
事
や
運
動
等
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
糖

尿
病
療
養
指
導
士
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
血
糖
値
が
高

め
と
い
わ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
　

・
真
鶴
町
に
在
住
し
て
い
る

　
40
歳
以
上
の
方

・
特
定
健
康
診
査
等
健
康
診

　
断
の
結
果
、HbA1c6.0

％

　
以
上7.0

％
未
満
の
方

※

た
だ
し
、
現
在
治
療
中
の

　
方
は
対
象
外
で
す
。

◇
日
程
　

　
４
日
間
１
コ
ー
ス

⑴
12
月
４
日
㈬

⑵
１
月
10
日
㈮

⑶
１
月
16
日
㈭

⑷
１
月
28
日
㈫

(
で
き
る
だ
け
４
日
間
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
)

◇
時
間

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

(
４
日
間
と
も
に
)

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
堂

◇
内
容
　
　

【
１
日
目
】
　

　
血
糖
値
が
高
い
と
何
故
い

　
け
な
い
の
か
。
あ
な
た
の

　
身
体
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

【
２
日
目
】
　

　
血
糖
値
を
上
げ
や
す
い
食

　
事
・
上
げ
に
く
い
食
事
を

　
確
認
し
ま
す
。

【
３
日
目
】
　

　
筋
力
ア
ッ
プ
で
血
糖
値
と

　
上
手
に
付
き
合
お
う
。

【
４
日
目
】
　

　
み
ん
な
で
話
し
て
、
な
り

　
た
い
自
分
を
み
つ
け
よ
う
。

◇
定
員
　
20
名
　
　

◇
申
込
方
法

　
電
話
申
込
制

◇
申
込
締
切

　
12
月
３
日
㈫

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー

有
効
活
用
者
公
募
に
つ
い
て

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
、
小
田
原
市
・
箱
根

町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
が

共
同
で
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
者
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
時
間
　
10
時
〜
正
午

■
問
い
合
わ
せ

・
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７

・
湯
河
原
町
社
会
福
祉
課
　

☎
０
４
６
５
・
63
・
２
１
１
１

(
内
線
３
１
２
)

・
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

(
各
相
談
事
業
者
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
)
　

☎
０
４
６
５
・
35
・
５
２
５
８

　　
国
際
連
合
は
、
世
界
人
権

宣
言
採
択
を
記
念
し
、
採
択

日
の
12
月
10
日
を
人
権
デ
ー

と
決
め
、
法
務
省
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と

す
る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
法
務
局
で
は
、
人
権
被
害

を
受
け
た
人
を
救
出
す
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員
が
無
料
で
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
真
鶴
町
以
外
の

相
談
所(

下
表
参
照)

で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
「
拉
致
問
題
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
つ
い
て
関
心
と

認
識
を
深
め
る
た
め
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と

し
定
め
て
い
ま
す
。
国
際
連

合
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
北

朝
鮮
の
人
権
状
況
は
我
が
国

の
国
民
的
な
課
題
で
あ
り
、

国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
す
。

　
真
鶴
町
で
は
、
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
に
併

せ
て
、
特
定
失
踪
者
パ
ネ
ル

展
お
よ
び
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の

掲
示
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

【
パ
ネ
ル
展
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
　

　
掲
示
期
間
】

◇
日
時

　
12
月
17
日
㈫
〜
22
日
㈰

　
９
時
〜
17
時

◇
場
所

　
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
　

　
機
能
回
復
訓
練
室

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
毎
月
第
４
土
曜
日
に
公
益

社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後

見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
小
田

原
西
地
区
に
よ
り
開
催
さ
れ

て
い
る
行
政
書
士
無
料
相
談

会
に
つ
い
て
、
12
月
の
第
４

土
曜
日
(
12
月
28
日
)
は
町

民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
の
た

め
、
開
催
中
止
と
な
り
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

◆ 町民センター１階

血
糖
値
が
高
め
の

あ
な
た
の
た
め
の
講
座

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

障
が
い
者
出
張
福
祉

相
談
会
の
お
知
ら
せ

人
権
週
間
に
つ
い
て

◆真鶴会場

開催日 場所

12月24日(火)

１月28日(火)

町民センター１階
機能回復訓練室

◆湯河原会場

開催日 場所

12月16日(月)

１月20日(月)

たんぽぽ作業所
 相談室２

◆人権相談所

市町名 日時 場所 照会先 その他

小田原市
12月10日（火）
13時30分～15時30分

小田原市役所２階
市民相談室

小田原市市民部地域安全課市民相談係
☎0465-33-1383

当日（午前８時30分から）電話にて、
予約を受けています。【定員３人】

湯河原町
12月10日（火）
13時～16時

宮下会館第１会議室
湯河原町社会福祉課
☎0465-63-2111

真鶴町
12月10日（火）
10時～15時

真鶴町民センター
真鶴町保険福祉課
☎0465-68-1131

特に予約は必要ありません。

箱根町
12月4日（水）
13時～16時

箱根町役場分庁舎4階
第5会議室

箱根町福祉部福祉課
☎0460-85-7790

相談のある方は事前に
ご連絡ください。

12
月
の
行
政
書
士
無
料

相
談
会
は
お
休
み
で
す

真鶴町
ホームページ
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連

　載

　
真
鶴
町
の
象
徴
で
あ
る

「
お
林
」
や
自
然
環
境
に
つ

い
て
、
ご
指
導
い
た
だ
く
専

門
家
の
方
か
ら
、
現
地
で
お

話
を
伺
い
な
が
ら
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
先
月
か
ら
引
き
続
き
、
調

査
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
先
月
号
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
た
集
合
時
間
か

ら
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
日
　

　
12
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

◇
時
間
　
　

　
10
時
　
ケ
ー
プ
真
鶴
集
合

　
10
時
30
分
〜
正
午
　
調
査

(
各
自
昼
食
)

　
13
時
〜
15
時
　
調
査

◇
注
意
事
項
　

　
歩
き
や
す
い
格
好
で
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
日
　

　
12
月
９
日
㈪
17
時

◇
雨
天
の
場
合

　
中
止
の
場
合
は
参
加
者
の

　
皆
様
に
ご
連
絡
差
し
上
げ

　
ま
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
３

　
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
一
体
化
さ
れ
る
の

で
、
保
険
証
の
新
規
交
付
は

廃
止
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
場
合
(
マ
イ
ナ

保
険
証
)
、
保
険
証
利
用
の

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
０
２
４
年
12
月
２
日
以

降
で
も
、
お
持
ち
の
保
険
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
そ
の
有
効
期
限

ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
効
期
限
ま
で
は
廃
棄
せ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
２
０
２
４
年
12
月
２
日
以

降
に
新
規
加
入
や
再
発
行
、

70
歳
を
迎
え
る
な
ど
の
際
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て

い
な
い
方
に
は
「
資
格
確
認

書
」
を
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

保
有
し
て
い
る
方
に
は
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
交

付
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

で
な
く
て
も
「
資
格
確
認

書
」
を
医
療
機
関
等
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
従
来
ど
お
り

保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
当
面
の
間
、
対

象
の
方
に
は
申
請
な
し
で

「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
２
５

『
守
り
た
い
　
未
来
が
あ
る
か
ら

　
火
の
用
心
』

　
年
末
は
生
活
の
慌
た
だ
し

さ
か
ら
、
火
の
取
り
扱
い
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

火
の
元
に
注
意
し
て
、
明
る

い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
石
油
ス
ト
ー
ブ

火
災
に
注
意
！

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
次
の
注
意
事
項

を
守
り
、
安
全
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼
安
全
に
給
油

　
必
ず
消
火
を
確
認
し
て
か   

　
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。
　

　
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
タ
ン
ク

　
は
蓋
を
確
実
に
閉
め
ま

　
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
は
常
に  

   

整
理
整
頓

　
燃
え
や
す
い
物
を
近
く
に

　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

▼
着
衣
着
火
に
注
意

　
炎
が
直
接
衣
類
に
触
れ
な

　
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

　
う
。

▼
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
注
意

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す

　
る
と
き
は
、
適
切
な
換
気

　
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
予
防
係

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

　
神
奈
川
県
で
は
、
宅
地
造

成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法

(
通
称
:
盛
土
規
制
法
)
の

運
用
開
始
に
向
け
て
、
「
盛

土
規
制
法
の
運
用
に
つ
い
て

の
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

 

１
月
24
日
㈮
14
時
〜

(
２
時
間
程
度
予
定
)

◇
会
場
　
か
な
が
わ
県
民
セ

　
ン
タ
ー
２
階
　
県
民
セ
ン

　
タ
ー
ホ
ー
ル

◇
定
員
　
２
６
０
名
程
度

(
先
着
・
申
込
制
)

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
庁 

県
土
整
備
局 

　
河
川
下
水
道
部 

砂
防
課

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
６
５
１
１

※

申
込
等
詳
し
く
は
神
奈
川

　
県
砂
防
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
４
年
12
月
２
日
以
降

保
険
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

　
食
品
衛
生
責
任
者
は
、
定

期
的
に
保
健
福
祉
事
務
所
等

が
行
う
食
品
衛
生
責
任
者
講

習
会
を
受
講
し
、
食
品
衛
生

に
関
す
る
新
た
な
知
見
の
習

得
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
の
講
習
会
は
動

画
配
信
サ
ー
ビ
ス
(
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
)
に
よ
り
受
講
い
た

だ
け
ま
す
が
、
受
講
の
難
し

い
方
向
け
に
、
対
面
に
よ
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当

日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。※

お
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
１
月
29
日
㈬

  

14
時
〜
15
時

◇
会
場

　
湯
河
原
町
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
２
０
５
・
２
０
６
会
議
室

(
湯
河
原
町
中
央
２-

21-

１)

◇
持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
食
品
衛
生
責

　
任
者
手
帳

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
食
品
衛
生
課

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

(
内
線
３
２
８
４
)

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
12
月
18
日
㈬

　
９
時
〜
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
12
月
11
日
㈬
、
17
日
㈫
、

　
24
日
㈫
、
１
月
９
日
㈭
　

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
12
月
25
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
12
月
26
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
小
田
原
保
健
福

　
祉
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、

お
客
様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金
の

情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
年
金
記
録

の
確
認
や
、
将
来
の
年
金
見

込
額
の
試
算
、
電
子
版
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧
、

支
払
い
に
関
す
る
通
知
書
の

確
認
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
に
は
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
へ
の
登
録
が
必

要
で
す
。
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
の
登
録
に
は
、
「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
」
、

「
ユ
ー
ザ
Ⅰ
Ｄ
の
取
得
」
の

２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

「
利
用
者
登
録
／
ロ
グ
イ

ン
」
画
面
に
て
４
桁
の
暗
証

番
号
を
入
力
、
カ
ー
ド
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
だ

け
で
ロ
グ
イ
ン
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

ト
ッ
プ
画
面
の
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
か
ら
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
し
、
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
の
配
信
希
望
を
選

択
し
た
ら
、
初
回
利
用
登
録

が
完
了
で
す
。
登
録
完
了
後

は
、
24
時
間
い
つ
で
も
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の

登
録
方
法
や
操
作
に
お
困
り

の
場
合
は
、
相
談
チ
ャ
ッ
ト

か
お
電
話
(
☎
０
５
７
０
・

０
５
８
・
５
５
５
)
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
相
談
チ
ャ
ッ
ト
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

※

初
回
利
用
登
録
の
時
間
帯

　
は
、
平
日
の
８
時
か
ら
23

　
時
ま
で
で
す
。
基
礎
年
金

　
番
号
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
等
、
一
部
ご
利
用
で
き
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

歳
末
火
災
特
別
警
戒

(

12
月
25
日
〜
31
日)

盛
土
規
制
法
の
運
用
に

つ
い
て
の
説
明
会

食
品
衛
生
責
任
者
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

簡
単
便
利
な
「ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

真鶴町お知らせメールへのご登録を！

□問い合わせ　総務防災課　☎内線３２３

▼ご登録は、下のＱＲよりお進みください▼
ＰＣ・スマートフォンの場合 フィーチャーフォン（ガラケー）の場合

ねんきんネット
ホームページ

日本年金機構
ホームページ

「
お
林
調
査
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

真鶴町
ホームページ
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連

　載

　
真
鶴
町
の
象
徴
で
あ
る

「
お
林
」
や
自
然
環
境
に
つ

い
て
、
ご
指
導
い
た
だ
く
専

門
家
の
方
か
ら
、
現
地
で
お

話
を
伺
い
な
が
ら
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
先
月
か
ら
引
き
続
き
、
調

査
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
先
月
号
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
た
集
合
時
間
か

ら
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
日
　

　
12
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

◇
時
間
　
　

　
10
時
　
ケ
ー
プ
真
鶴
集
合

　
10
時
30
分
〜
正
午
　
調
査

(
各
自
昼
食
)

　
13
時
〜
15
時
　
調
査

◇
注
意
事
項
　

　
歩
き
や
す
い
格
好
で
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
日
　

　
12
月
９
日
㈪
17
時

◇
雨
天
の
場
合

　
中
止
の
場
合
は
参
加
者
の

　
皆
様
に
ご
連
絡
差
し
上
げ

　
ま
す
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
３

　
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
一
体
化
さ
れ
る
の

で
、
保
険
証
の
新
規
交
付
は

廃
止
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
場
合
(
マ
イ
ナ

保
険
証
)
、
保
険
証
利
用
の

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
０
２
４
年
12
月
２
日
以

降
で
も
、
お
持
ち
の
保
険
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
そ
の
有
効
期
限

ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
効
期
限
ま
で
は
廃
棄
せ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
２
０
２
４
年
12
月
２
日
以

降
に
新
規
加
入
や
再
発
行
、

70
歳
を
迎
え
る
な
ど
の
際
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て

い
な
い
方
に
は
「
資
格
確
認

書
」
を
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

保
有
し
て
い
る
方
に
は
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
交

付
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

で
な
く
て
も
「
資
格
確
認

書
」
を
医
療
機
関
等
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
従
来
ど
お
り

保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
当
面
の
間
、
対

象
の
方
に
は
申
請
な
し
で

「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
☎
内
線
２
２
５

『
守
り
た
い
　
未
来
が
あ
る
か
ら

　
火
の
用
心
』

　
年
末
は
生
活
の
慌
た
だ
し

さ
か
ら
、
火
の
取
り
扱
い
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

火
の
元
に
注
意
し
て
、
明
る

い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
石
油
ス
ト
ー
ブ

火
災
に
注
意
！

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
次
の
注
意
事
項

を
守
り
、
安
全
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼
安
全
に
給
油

　
必
ず
消
火
を
確
認
し
て
か   

　
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。
　

　
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
タ
ン
ク

　
は
蓋
を
確
実
に
閉
め
ま

　
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
は
常
に  

   

整
理
整
頓

　
燃
え
や
す
い
物
を
近
く
に

　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

▼
着
衣
着
火
に
注
意

　
炎
が
直
接
衣
類
に
触
れ
な

　
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

　
う
。

▼
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
注
意

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す

　
る
と
き
は
、
適
切
な
換
気

　
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
湯
河
原
町
消
防
本
部

　
警
防
課
予
防
係

☎
０
４
６
５
・
60
・
０
１
７
７

　
神
奈
川
県
で
は
、
宅
地
造

成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法

(
通
称
:
盛
土
規
制
法
)
の

運
用
開
始
に
向
け
て
、
「
盛

土
規
制
法
の
運
用
に
つ
い
て

の
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

 

１
月
24
日
㈮
14
時
〜

(
２
時
間
程
度
予
定
)

◇
会
場
　
か
な
が
わ
県
民
セ

　
ン
タ
ー
２
階
　
県
民
セ
ン

　
タ
ー
ホ
ー
ル

◇
定
員
　
２
６
０
名
程
度

(
先
着
・
申
込
制
)

■
問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
庁 

県
土
整
備
局 

　
河
川
下
水
道
部 

砂
防
課

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
６
５
１
１

※

申
込
等
詳
し
く
は
神
奈
川

　
県
砂
防
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
４
年
12
月
２
日
以
降

保
険
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

　
食
品
衛
生
責
任
者
は
、
定

期
的
に
保
健
福
祉
事
務
所
等

が
行
う
食
品
衛
生
責
任
者
講

習
会
を
受
講
し
、
食
品
衛
生

に
関
す
る
新
た
な
知
見
の
習

得
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
の
講
習
会
は
動

画
配
信
サ
ー
ビ
ス
(
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
)
に
よ
り
受
講
い
た

だ
け
ま
す
が
、
受
講
の
難
し

い
方
向
け
に
、
対
面
に
よ
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当

日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。※

お
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
１
月
29
日
㈬

  

14
時
〜
15
時

◇
会
場

　
湯
河
原
町
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
２
０
５
・
２
０
６
会
議
室

(
湯
河
原
町
中
央
２-

21-

１)

◇
持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
食
品
衛
生
責

　
任
者
手
帳

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
食
品
衛
生
課

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

(
内
線
３
２
８
４
)

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
12
月
18
日
㈬

　
９
時
〜
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

   

福
祉
相
談

　
12
月
11
日
㈬
、
17
日
㈫
、

　
24
日
㈫
、
１
月
９
日
㈭
　

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
12
月
25
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
12
月
26
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
神
奈
川
県
小
田
原
保
健
福

　
祉
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８
)
　

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、

お
客
様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金
の

情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
年
金
記
録

の
確
認
や
、
将
来
の
年
金
見

込
額
の
試
算
、
電
子
版
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧
、

支
払
い
に
関
す
る
通
知
書
の

確
認
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
に
は
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
へ
の
登
録
が
必

要
で
す
。
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
の
登
録
に
は
、
「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
」
、

「
ユ
ー
ザ
Ⅰ
Ｄ
の
取
得
」
の

２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

「
利
用
者
登
録
／
ロ
グ
イ

ン
」
画
面
に
て
４
桁
の
暗
証

番
号
を
入
力
、
カ
ー
ド
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
だ

け
で
ロ
グ
イ
ン
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

ト
ッ
プ
画
面
の
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
か
ら
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
し
、
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
の
配
信
希
望
を
選

択
し
た
ら
、
初
回
利
用
登
録

が
完
了
で
す
。
登
録
完
了
後

は
、
24
時
間
い
つ
で
も
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の

登
録
方
法
や
操
作
に
お
困
り

の
場
合
は
、
相
談
チ
ャ
ッ
ト

か
お
電
話
(
☎
０
５
７
０
・

０
５
８
・
５
５
５
)
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
相
談
チ
ャ
ッ
ト
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

※

初
回
利
用
登
録
の
時
間
帯

　
は
、
平
日
の
８
時
か
ら
23

　
時
ま
で
で
す
。
基
礎
年
金

　
番
号
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
等
、
一
部
ご
利
用
で
き
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

歳
末
火
災
特
別
警
戒

(

12
月
25
日
〜
31
日)

盛
土
規
制
法
の
運
用
に

つ
い
て
の
説
明
会

食
品
衛
生
責
任
者
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

簡
単
便
利
な
「ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

真鶴町お知らせメールへのご登録を！

□問い合わせ　総務防災課　☎内線３２３

▼ご登録は、下のＱＲよりお進みください▼
ＰＣ・スマートフォンの場合 フィーチャーフォン（ガラケー）の場合

ねんきんネット
ホームページ

日本年金機構
ホームページ

「
お
林
調
査
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

真鶴町
ホームページ
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第
24
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

 

◇
テ
ー
マ

　 

「
家
の
手
入
れ
と
断
熱
D
Ｉ
Ｙ
」

　
今
住
ん
で
い
る
家
を
整
え
て
快

適
な
住
ま
い
を
保
っ
て
い
く
と
、

住
み
継
ぎ
や
す
く
将
来
の
空
き
家

予
防
に
な
り
ま
す
。

　
今
月
は
、
年
末
の
大
掃
除
と
共

に
少
し
で
も
冬
を
暖
か
く
過
ご
せ

る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
コ
ツ
を
教
わ
り
ま
す
。

実
践
例
を
見
な
が
ら
学
び
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◇
日
時

　
12
月
22
日
㈰
　
10
時
〜
12
時

◇
場
所
　

　
旧
小
澤
医
院
(
真
鶴
駅
前
)

　
住
所
:
真
鶴
４
０
０‐

１

◇
協
力

　
岡
本 

祥
史
さ
ん

(
一
級
建
築
士
、
町
内
在
住
)

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催

　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会
チ
ー
ム

(
有
志
団
体
)

■
問
い
合
わ
せ

　

　
☎
０
９
０
・
２
６
３
１

　
・
９
４
１
８
(
藤
井
)

漁
師
町
伝
統
の

お
正
月
飾
り
を
つ
く
ろ
う

 

足
柄
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
「
は

る
み
」
の
稲
ワ
ラ
(
農
薬
不
使

用
・
天
日
干
し
)
を
つ
か
っ
て
、

真
鶴
町
に
伝
わ
る
お
正
月
飾
り
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
よ
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
な

手
仕
事
で
神
様
を
お
迎
え
す
る
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
！

◇
日
時
　
12
月
28
日
㈯

　
10
時
30
分
〜
12
時

◇
会
場

　
真
鶴
町
観
光
協
会

(
真
鶴
町
真
鶴
８
９
４‐

１
)

◇
参
加
費

　
３
５
０
０
円
／
１
人

　
新
米
「
は
る
み
」
の
お
土
産
つ
き

◇
定
員
　
20
名

(
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
観
光
協
会

　
☎
０
４
６
５
・
68
・
２
５
４
３

真
鶴 

映
え
ス
ポ
ッ
ト
探
索
　

ス
マ
ホ
de
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

〜
美
の
町 

真
鶴
で
映
え
ス
ポ
ッ
ト   

を
探
そ
う
！
〜

　
真
鶴
駅
で
は
、
12
月
31
日
㈫
ま

で
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
中
で
す
。
集
め
た
ス
タ
ン
プ

の
数
に
よ
っ
て
特
典
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
12
月
31
日
㈫

◇
参
加
費
　
無
料

◇
参
加
方
法

①
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
等
で
、
ア
プ
リ
『Spot 

Tour

』 

　
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。

(
ア
プ
リ
は
無
料
で
す
)

②
ア
プ
リ
内
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ド
検

　
索
で
『
７
６
１
３
７
』
と
入
力

　
し
、
『
真
鶴
　
映
え
ス
ポ
ッ
ト

　
探
索
ツ
ア
ー
』
を
選
択
し
、
参  

　
加
し
ま
す
。

③
期
間
中
に
真
鶴
町
を
巡
り
な
が

　
ら
各
ス
ポ
ッ
ト
で
ア
プ
リ
内 

　
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
す
。

④
２
箇
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

　
と
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
。
６
箇
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集

　
め
る
と
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
と
ト
ー

　
ト
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◇
景
品
引
換
に
つ
い
て

・
引
換
箇
所
　
真
鶴
駅
改
札

・
引
換
期
間
(
時
間
)

　
10
月
１
日
㈫
〜
12
月
31
日
㈫

(
10
時
〜
19
時
)

・
引
換
方
法

　
ス
タ
ン
プ
を
集
め
終
わ
っ
た
ら

　
真
鶴
駅
改
札
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
お
答
え
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

　
ア
プ
リ
の
特
典
画
面
を
改
札
係

　　
員
に
提
示
し
て
特
典
を
受
け
　

　
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
主
催
　
Ｊ
Ｒ
真
鶴
駅
　

■
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
真
鶴
駅
改
札
窓
口
ま
た
は

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
３

　メ
レ
ま
な
づ
る

　
み
ん
な
で
発
声
練
習
〜
や
さ
し

い
童
謡
〜
新
し
い
歌
な
ど
を
楽
し

く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
12
月
15
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階

　
映
像
ホ
ー
ル

◇
対
象

　
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま

　
で
ど
な
た
で
も
。

◇
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

  gute_0323@yahoo.co.jp

インスタグラム
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今
回
は
、
画
伯
が
収
集
し
た
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
(
男
)

16
〜
17
世
紀
(
口
径1

3
.
3
×

2
5
.
7

)
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
画
伯
が
薔
薇
や
向
日
葵
、
椿
な
ど
を
描
く
と
き
、

絶
え
ず
花
と
共
に
描
か
れ
る
も
の
は
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
で

し
た
。
当
館
に
は
、
画
伯
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た

マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
を
10
点
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
「
マ
ヨ
リ
カ
」(Maiolica)

と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
焼

き
物
は
、
15
世
紀
〜
17
世
紀
頃
に
イ
タ
リ
ア
中
部
地
方

で
盛
ん
に
作
ら
れ
た
施
釉
陶
器
で
す
。
器
面
に
は
、
植

物
文
様
や
幾
何
学
文
様
、
人
物
、
動
物
、
聖
書
や
神

話
、
歴
史
の
一
場
面
な
ど
が
５
〜
６
色
の
顔
料
を
用
い

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
図
柄
は
当
時
の
絵
画
・
版
画
か

ら
も
影
響
を
受
け
て
お
り
、
絵
画
的
な
陶
器
で
あ
る
点

も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
14
世
紀
頃
ま
で
は
食
事
用
の

皿
や
貯
蔵
用
の
壺
な
ど
、
実
用
陶
器
と
し
て
生
産
さ
れ

て
い
た
マ
ジ
ョ
リ
カ
陶
器
で
す
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に

な
る
と
調
度
品
や
観
賞
用
陶
器
と
し
て
人
気
を
集
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
婚
礼
・
出
産
時
の
儀
礼

品
・
贈
答
品
と
し
て
も
広
く
流
通
し
て
い
ま
し
た
。

　
画
伯
は
、
２
種
類
の
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
を
好
ん
で
描
い

て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
塩
や
油
を
貯
蔵
す
る
た
め
に
作

ら
れ
て
い
た
丸
み
の
あ
る
壺
(
ボ
ッ
チ
ャ
)
で
す
。
も

う
一
つ
は
、
縦
長
で
く
び
れ
の
あ
る
壺
(
ア
ル
バ
レ
ッ

ロ
)
で
す
。
こ
れ
は
、
修
道
院
や
薬
局
で
薬
草
や
香
辛

料
を
保
存
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
名

残
な
の
か
、
イ
タ
リ
ア
で
は
今
で
も
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン

ド
ー
や
店
内
に
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
を
飾
っ
て
い
る
薬
局
が

存
在
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
の
側
面
に
は
、
古
代

風
あ
る
い
は
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
装
束
を
纏
っ
た
人
物

や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
者
、
天
使
な
ど
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
画
伯
は
こ
れ
ら
の
壺
に
描
か
れ
た
肖
像
や
装
飾

文
様
を
大
胆
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
、
作
品
の
中
に
描
い
て

い
ま
す
。

　
薔
薇
や
向
日
葵
と
い
っ
た
洋
花
は
花
そ
の
も
の
が
華

や
か
で
あ
る
た
め
、
一
緒
に
描
く
壺
は
シ
ン
プ
ル
な
も

の
を
選
び
た
く
な
る
の
で
は…

。
と
思
い
ま
す
が
、
画

伯
は
「
マ
ヨ
リ
カ
は
南
国
的
で
陽
気
で
、
暖
か
味
が
あ

る
。
精
巧
な
作
物
よ
り
油
絵
材
料
と
し
て
少
し
ラ
フ
な

方
が
よ
い
。
」
(
原
文
マ
マ
・
中
川
一
政
「
マ
ヨ
リ
カ

の
壺
」
『
中
川
一
政
全
集
』
第
八
巻
』
よ
り
)
と
考

え
、
敢
え
て
色
鮮
や
か
な
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
を
静
物
画
の

モ
チ
ー
フ
に
選
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
花
や
果
物
の
よ

う
に
姿
を
変
え
る
こ
と
な
く
存
在
し
続
け
る
マ
ジ
ョ
リ

カ
壺
は
、
繰
り
返
し
挑
み
、
自
ら
の
成
長
を
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
る
題
材
と
し
て
、
飽
か
ず
描
い
た
よ
う
で

す
。
ご
来
館
の
際
に
は
ぜ
ひ
絵
の
中
の
壺
に
も
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

　

現
在
︑美
術
館
で
は
企
画
展﹁
中
川
一
政
美
術
館

の
玉
手
箱
﹂を
２
０
２
５
年
１
月
19
日
㈰
ま
で
開
催

し
て
お
り
︑展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
12
月
14
日
㈯
に
予
定
し
て
い
ま

す
︒皆
様
︑ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
中
川
一
政
美
術
館

　
☎
０
４
６
５
・
６
８
・
１
１
２
８

（後列左から）

纐纈 仁志教育長、田中 俊一議長、

町文化団体連盟会長・神野 政弘会長、

小林 伸行真鶴町長

（前列左から）

田中 成祁氏、田所 仙子氏

真
鶴
短
歌
会
　
　
　
　
田
所
　
仙
子
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
各
種
、
多
彩
の
文
化
活
動
に
励
み
、
町
民
文
化
祭
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
、
良
き
指
導
者
と
し
て
後
進
の
指
導
育
成
に
努
め
た
方
に
対
し

て
、
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
数
年
以
上
真
鶴
短
歌
会
の
活
動
を
し
、
会
計
、
副
会
長
を
務
め
る
か

た
わ
ら
、
仲
間
後
輩
の
指
導
を
行
っ
た
。

手
工
芸
部
　
　
　
　
　
山
崎
　
郁
代
　
氏

真
鶴
各
流
詩
吟
連
盟
　
田
中
　
成
祁
　
氏

会
長
表
彰

２
０
２
４
年
度
真
鶴
町

文
化
振
興
功
労
者
感
謝
状
受
賞
者

 

た
ど
こ
ろ     

　の 

り  

こ

や
ま 

ざ
き        

い 

く 

よ

 

た 

な 

か    

　
　し 

げ

　き

　

　
永
年
に
わ
た
り
、
手
工
芸
部
に
所
属
し
良
き
指
導
者
と
し
て
、
町
民
文

化
祭
に
出
品
さ
れ
、
文
化
祭
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
門
以
来
、
会
の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
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連
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第
24
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

 

◇
テ
ー
マ

　 

「
家
の
手
入
れ
と
断
熱
D
Ｉ
Ｙ
」

　
今
住
ん
で
い
る
家
を
整
え
て
快

適
な
住
ま
い
を
保
っ
て
い
く
と
、

住
み
継
ぎ
や
す
く
将
来
の
空
き
家

予
防
に
な
り
ま
す
。

　
今
月
は
、
年
末
の
大
掃
除
と
共

に
少
し
で
も
冬
を
暖
か
く
過
ご
せ

る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
コ
ツ
を
教
わ
り
ま
す
。

実
践
例
を
見
な
が
ら
学
び
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◇
日
時

　
12
月
22
日
㈰
　
10
時
〜
12
時

◇
場
所
　

　
旧
小
澤
医
院
(
真
鶴
駅
前
)

　
住
所
:
真
鶴
４
０
０‐

１

◇
協
力

　
岡
本 

祥
史
さ
ん

(
一
級
建
築
士
、
町
内
在
住
)

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催

　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会
チ
ー
ム

(
有
志
団
体
)

■
問
い
合
わ
せ

　

　
☎
０
９
０
・
２
６
３
１

　
・
９
４
１
８
(
藤
井
)

漁
師
町
伝
統
の

お
正
月
飾
り
を
つ
く
ろ
う

 

足
柄
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
「
は

る
み
」
の
稲
ワ
ラ
(
農
薬
不
使

用
・
天
日
干
し
)
を
つ
か
っ
て
、

真
鶴
町
に
伝
わ
る
お
正
月
飾
り
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
よ
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
な

手
仕
事
で
神
様
を
お
迎
え
す
る
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
！

◇
日
時
　
12
月
28
日
㈯

　
10
時
30
分
〜
12
時

◇
会
場

　
真
鶴
町
観
光
協
会

(
真
鶴
町
真
鶴
８
９
４‐

１
)

◇
参
加
費

　
３
５
０
０
円
／
１
人

　
新
米
「
は
る
み
」
の
お
土
産
つ
き

◇
定
員
　
20
名

(
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
観
光
協
会

　
☎
０
４
６
５
・
68
・
２
５
４
３

真
鶴 

映
え
ス
ポ
ッ
ト
探
索
　

ス
マ
ホ
de
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

〜
美
の
町 

真
鶴
で
映
え
ス
ポ
ッ
ト   

を
探
そ
う
！
〜

　
真
鶴
駅
で
は
、
12
月
31
日
㈫
ま

で
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
中
で
す
。
集
め
た
ス
タ
ン
プ

の
数
に
よ
っ
て
特
典
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
12
月
31
日
㈫

◇
参
加
費
　
無
料

◇
参
加
方
法

①
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
等
で
、
ア
プ
リ
『Spot 

Tour

』 

　
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。

(
ア
プ
リ
は
無
料
で
す
)

②
ア
プ
リ
内
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ド
検

　
索
で
『
７
６
１
３
７
』
と
入
力

　
し
、
『
真
鶴
　
映
え
ス
ポ
ッ
ト

　
探
索
ツ
ア
ー
』
を
選
択
し
、
参  

　
加
し
ま
す
。

③
期
間
中
に
真
鶴
町
を
巡
り
な
が

　
ら
各
ス
ポ
ッ
ト
で
ア
プ
リ
内 

　
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
す
。

④
２
箇
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

　
と
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
。
６
箇
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集

　
め
る
と
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
と
ト
ー

　
ト
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◇
景
品
引
換
に
つ
い
て

・
引
換
箇
所
　
真
鶴
駅
改
札

・
引
換
期
間
(
時
間
)

　
10
月
１
日
㈫
〜
12
月
31
日
㈫

(
10
時
〜
19
時
)

・
引
換
方
法

　
ス
タ
ン
プ
を
集
め
終
わ
っ
た
ら

　
真
鶴
駅
改
札
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
お
答
え
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

　
ア
プ
リ
の
特
典
画
面
を
改
札
係

　　
員
に
提
示
し
て
特
典
を
受
け
　

　
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
主
催
　
Ｊ
Ｒ
真
鶴
駅
　

■
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
真
鶴
駅
改
札
窓
口
ま
た
は

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
３

　メ
レ
ま
な
づ
る

　
み
ん
な
で
発
声
練
習
〜
や
さ
し

い
童
謡
〜
新
し
い
歌
な
ど
を
楽
し

く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　
12
月
15
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所

　
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階

　
映
像
ホ
ー
ル

◇
対
象

　
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま

　
で
ど
な
た
で
も
。

◇
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
グ
ー
テ
・
ム
ジ
ー
ク

  gute_0323@yahoo.co.jp

インスタグラム
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今
回
は
、
画
伯
が
収
集
し
た
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
(
男
)

16
〜
17
世
紀
(
口
径1
3
.
3
×

2
5
.
7

)
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
画
伯
が
薔
薇
や
向
日
葵
、
椿
な
ど
を
描
く
と
き
、

絶
え
ず
花
と
共
に
描
か
れ
る
も
の
は
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
で

し
た
。
当
館
に
は
、
画
伯
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た

マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
を
10
点
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
「
マ
ヨ
リ
カ
」(Maiolica)

と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
焼

き
物
は
、
15
世
紀
〜
17
世
紀
頃
に
イ
タ
リ
ア
中
部
地
方

で
盛
ん
に
作
ら
れ
た
施
釉
陶
器
で
す
。
器
面
に
は
、
植

物
文
様
や
幾
何
学
文
様
、
人
物
、
動
物
、
聖
書
や
神

話
、
歴
史
の
一
場
面
な
ど
が
５
〜
６
色
の
顔
料
を
用
い

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
図
柄
は
当
時
の
絵
画
・
版
画
か

ら
も
影
響
を
受
け
て
お
り
、
絵
画
的
な
陶
器
で
あ
る
点

も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
14
世
紀
頃
ま
で
は
食
事
用
の

皿
や
貯
蔵
用
の
壺
な
ど
、
実
用
陶
器
と
し
て
生
産
さ
れ

て
い
た
マ
ジ
ョ
リ
カ
陶
器
で
す
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に

な
る
と
調
度
品
や
観
賞
用
陶
器
と
し
て
人
気
を
集
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
婚
礼
・
出
産
時
の
儀
礼

品
・
贈
答
品
と
し
て
も
広
く
流
通
し
て
い
ま
し
た
。

　
画
伯
は
、
２
種
類
の
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
を
好
ん
で
描
い

て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
塩
や
油
を
貯
蔵
す
る
た
め
に
作

ら
れ
て
い
た
丸
み
の
あ
る
壺
(
ボ
ッ
チ
ャ
)
で
す
。
も

う
一
つ
は
、
縦
長
で
く
び
れ
の
あ
る
壺
(
ア
ル
バ
レ
ッ

ロ
)
で
す
。
こ
れ
は
、
修
道
院
や
薬
局
で
薬
草
や
香
辛

料
を
保
存
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
名

残
な
の
か
、
イ
タ
リ
ア
で
は
今
で
も
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン

ド
ー
や
店
内
に
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
を
飾
っ
て
い
る
薬
局
が

存
在
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
の
側
面
に
は
、
古
代

風
あ
る
い
は
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
装
束
を
纏
っ
た
人
物

や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
者
、
天
使
な
ど
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
画
伯
は
こ
れ
ら
の
壺
に
描
か
れ
た
肖
像
や
装
飾

文
様
を
大
胆
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
、
作
品
の
中
に
描
い
て

い
ま
す
。

　
薔
薇
や
向
日
葵
と
い
っ
た
洋
花
は
花
そ
の
も
の
が
華

や
か
で
あ
る
た
め
、
一
緒
に
描
く
壺
は
シ
ン
プ
ル
な
も

の
を
選
び
た
く
な
る
の
で
は…

。
と
思
い
ま
す
が
、
画

伯
は
「
マ
ヨ
リ
カ
は
南
国
的
で
陽
気
で
、
暖
か
味
が
あ

る
。
精
巧
な
作
物
よ
り
油
絵
材
料
と
し
て
少
し
ラ
フ
な

方
が
よ
い
。
」
(
原
文
マ
マ
・
中
川
一
政
「
マ
ヨ
リ
カ

の
壺
」
『
中
川
一
政
全
集
』
第
八
巻
』
よ
り
)
と
考

え
、
敢
え
て
色
鮮
や
か
な
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
を
静
物
画
の

モ
チ
ー
フ
に
選
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
花
や
果
物
の
よ

う
に
姿
を
変
え
る
こ
と
な
く
存
在
し
続
け
る
マ
ジ
ョ
リ

カ
壺
は
、
繰
り
返
し
挑
み
、
自
ら
の
成
長
を
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
る
題
材
と
し
て
、
飽
か
ず
描
い
た
よ
う
で

す
。
ご
来
館
の
際
に
は
ぜ
ひ
絵
の
中
の
壺
に
も
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

　

現
在
︑美
術
館
で
は
企
画
展﹁
中
川
一
政
美
術
館

の
玉
手
箱
﹂を
２
０
２
５
年
１
月
19
日
㈰
ま
で
開
催

し
て
お
り
︑展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
12
月
14
日
㈯
に
予
定
し
て
い
ま

す
︒皆
様
︑ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
中
川
一
政
美
術
館

　
☎
０
４
６
５
・
６
８
・
１
１
２
８

（後列左から）

纐纈 仁志教育長、田中 俊一議長、

町文化団体連盟会長・神野 政弘会長、

小林 伸行真鶴町長

（前列左から）

田中 成祁氏、田所 仙子氏

真
鶴
短
歌
会
　
　
　
　
田
所
　
仙
子
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
各
種
、
多
彩
の
文
化
活
動
に
励
み
、
町
民
文
化
祭
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
、
良
き
指
導
者
と
し
て
後
進
の
指
導
育
成
に
努
め
た
方
に
対
し

て
、
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
数
年
以
上
真
鶴
短
歌
会
の
活
動
を
し
、
会
計
、
副
会
長
を
務
め
る
か

た
わ
ら
、
仲
間
後
輩
の
指
導
を
行
っ
た
。

手
工
芸
部
　
　
　
　
　
山
崎
　
郁
代
　
氏

真
鶴
各
流
詩
吟
連
盟
　
田
中
　
成
祁
　
氏

会
長
表
彰

２
０
２
４
年
度
真
鶴
町

文
化
振
興
功
労
者
感
謝
状
受
賞
者

 

た
ど
こ
ろ     

　の 

り  

こ

や
ま 

ざ
き        

い 

く 

よ

 

た 

な 

か    

　
　し 

げ

　き

　

　
永
年
に
わ
た
り
、
手
工
芸
部
に
所
属
し
良
き
指
導
者
と
し
て
、
町
民
文

化
祭
に
出
品
さ
れ
、
文
化
祭
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
門
以
来
、
会
の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
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◆広告募集！　問い合わせは、町長室まで　☎内線３１4 外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかりやすい 日本語(にほんご) 

のページです。やさしい 日本語(にほんご)で いろいろな情報(じょう

ほう) を おつたえします。

2024年(ねん)7月(がつ)3日(にち)から、お札(さつ)の デザインが 新(あたら)しくなりました。

新(あたら)しい お札(さつ)は、このように 変(か)わりました。

「新しいお札」
あ た ら第 12 回

 やさしい
日本語

・ 数字(すうじ)が 大(おお)きくなり、見(み)やすくなりました。

　表(おもて)の 中央(ちゅうおう)に 書(か)かれた 金額(きんがく)が、   

  漢字(かんじ)から、アラビア数字(すうじ)へ 変(か)わりました。

【翻訳】まなづる国際交流協会

さ　つ

・ お札(さつ)を ななめにすると、人(ひと)の顔(かお)が 動(うご)いて

　いるように 見(み)えます。にせもののお札(さつ)を 防(ふせ)ぐため

　に、高(たか)い技術(ぎじゅつ)が 使(つか)われています。安心(あん

　しん)して お札(さつ)を 使(つか)えます。

・ デコボコがあり、目(め)の見(み)えない人(ひと)は、さわって、いく

  らのお札(さつ)か わかります。

・ お札(さつ)の絵(え)が 新(あたら)しくなりました。

　10,000円(えん)　渋沢 栄一(しぶさわ えいいち)

　　➡日本(にほん)で はじめての銀行(ぎんこう)やたくさんの会社

　(かいしゃ)を つくりました。

　5,000円(えん)　津田 梅子(つだ うめこ)　

　　➡日本(にほん)の女性(じょせい)で、初(はじ)めて アメリカへ 

　留学(りゅうがく)を しました。

　1,000円(えん)　北里 柴三郎(きたざと しばさぶろう)　

　　➡細菌(さいきん)の 研究(けんきゅう)を しました。

変更点（へんこうてん)

今(いま)までの お札(さつ)も 使(つか)えます。

※自動販売機(じどうはんばいき)や セルフレジ

などで、新(あたら)しいお札(さつ)を 使(つか)え

ない場合(ばあい)も あります。 

健康こども課　☎内線227

　一年中出回っているにんじんですが、旬は春と冬の２回です。
日本には２種類のにんじんが流通しており、主に流通している西洋にんじ
んと、金時にんじんや京にんじんなどの東洋にんじんがあります。今回はに
んじんがたっぷり食べられるレシピです。「ラぺ」とは、「千切り」という意味
で、フランスの定番家庭料理です。

旬の食材を食べよう！「にんじん」

管理栄養士の健康レシピ

「にんじんとみかんのラぺ」

◆材料　　２人分
にんじん　　　
塩　　　　　　
みかん　　　　
　　　　酢　　　　　　
A　　 油　　　　
　　　　塩　　　　　　

１

２

１本
少々
２個
大さじ1/2　　　
大さじ1/2
小さじ1/4

みかんは皮をむき、薄皮も

むいておく。

　　 、　　　、A を和えて

出来上がり。

３ １ ２｛

●にんじんの栄養
＜β-カロテンが豊富＞
　β-カロテンとは、橙色の色素成分で、
強い抗酸化作用をもっています。にん
じん１本に１日分以上のβ-カロテン
が含まれています。β-カロテンは体
内で必要な量だけビタミンＡに変換さ
れ、乾燥から目を守ったり、夜間の視
力の維持、皮膚や粘膜の健康維持を
助ける働きがあります。紫外線は活性
酸素を生み出し、体をさびつかせます
が、β-カロテンの強い抗酸化作用に
より日焼けやシミを予防してくれる効
果も期待できます。脂溶性であるため、
油を使った料理にすると吸収率がよく
なります。

＜カリウム・食物繊維＞
　体内から余分な塩分を排泄する働き
のあるカリウムや整腸作用のある食物
繊維が豊富です。

にんじんは千切りにし、塩

少々をふってしんなりさせ、

水気を切っておく。

作り方
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※
10
月
１
日
〜
10
月
31
日
受
付
分
の
掲
載
了
承
者

　
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

公共施設12月の休館

☎６８-６３２６☎６８-６３２６

☎内線４４０☎内線４４０

☎６８-１１１１☎６８-１１１１

秋
麗
や
朝
一
番
の
バ
ス
に
乗
る

　
　
　
　せ
つ
子 

青
き
夢
肩
組
み
合
つ
て
青
蜜
柑

　
　
　
　千
恵
子

磯
菊
や
潮
の
香
り
の
吹
き
溜
ま
り

　
　
　都

　作

大
海
原
薄
の
波
に
潜
り
行
く

　
　
　
　
　珠

　絵

朝
夕
に
小
豆
火
に
か
け
手
間
仕
事

　
　
　直

　美

終
止
符
の
光
と
な
り
て
木
の
実
落
つ

　

    

園

　子

山
襞
の
深
き
あ
し
た
や
燕
去
ぬ

　
　
　
　桂

　子

金
木
犀
香
り
の
角
で
一
呼
吸

　
　
　
　
　保

　夫

爽
籟
や
身
を
も
心
も
開
け
放
て

　
　

 

　

     

翠

　明

歳
時
記
と
夜
な
べ
を
し
た
り
蚊
取
尽
く

　
　圭

秋
日
和
米
寿
の
祝
輝
る
君

　
　
　
　
　
　
　灯

貧
血
を
補
ふ
鉄
分
一
粒
が
生
き
ゆ
く
わ
れ
を
保
ち
く

れ
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　清
海
テ
イ
子

幾
度
か
死
の
み
思
ひ
て
過
ぎ
こ
し
や
姉
の
支
へ
に
生
き

し
か
ひ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　青
木
智
子

老
兄
に
問
ふ
も
通
じ
ぬ
電
話
口
自
の
息
の
み
が
く
ぐ

も
り
聞
こ
ゆ

　
　

         

　
　
　
　
　
　

    

神
田
眞
三

『
歌
・
真
鶴
』の
完
成
祝
ぐ
ご
と
月
読
み
が
皓
々
と
照
る

秋
の
夜
空
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

湯
川
律
子

六
十
歳
の
手
習
ひ
な
ら
む
畑
作
り
姪
よ
り
届
く
大
根

細
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 
　
　

    
田
所
仙
子

欲
す
る
ま
ま
買
ひ
求
め
た
る
日
の
あ
り
き「
買
い
取
り

ま
す
」の
チ
ラ
シ
を
た
た
む

　

 

　
　
　
　

    

新
田
禎
子

思
ひ
出
の
着
物
の
端
切
れ
を
表
紙
と
し
形
見
と
な
さ

む
歌
集
も
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　竹
林
初
江

筵
な
る
大
豆
を
叩
く
父
母
の
背
に
優
し
か
り
に
し
秋

の
日
ざ
し
は

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　中
村
み
ほ
子

や
っ
た
ー
と
卓
を
打
つ
夫
被
団
協
の
永
か
り
し
日
の
闘

ひ
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

    

　
　川
﨑
善
子

ゆ
き
あ
ひ
の
空
あ
ふ
ぐ
れ
ば
歌
読
ま
む
こ
こ
ろ
自
づ
と

も
ど
り
く
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

温
井
松
代

　2日(月)、9日(月)、16日(月)、
23日(月)、28日(土)～１月4日(土)

OSU
SUME

　2日(月)、9日(月)、16日(月)、
23日(月)、27(金)～1月5日(日)

 か
ど

そ
う
ら
い

あ

は
な

す
す
き

や
ま
ひ
だ

ろ
く
じ
ふ

気の毒ばたらき　きたきた捕物帖3
宮部　みゆき/著

新 着 本

◆広告募集！　問い合わせは、町長室　☎内線３１4

　千吉親分の文庫屋から火が出た。下手

人は台所女中のお染だというが…。岡っ

引き見習いの北一と相棒・喜多次のコン

ビによる謎解き×怪異×人情の捕物帖シ

リーズ第３弾。

《一般書》

■気の毒ばたらき　きたきた捕物帖３　　

                        　 宮部 みゆき/著　　　

■ざんねんなのりもの事典　

　　　　　　　　　    講談社ビーシー/編

■新謎解きはディナーのあとで１,２　　

 　　　　　　　　　　　　  東川 篤哉/著

《児童書》

■元素の学校　　　　       桜井 弘/監修

■古生物がもっと知りたくなる化石の話　　 

　　　　　　　　　　       木村 由莉/著

■クジラがしんだら　     　江口 絵理/文,

　かわさき しゅんいち/絵,藤原 義弘/監修

■ふくろをかえたい　おせんべいくん　

　　　　　　　　　　 ホソカワ レイコ/著

■いえができるよ バイロン・バートン/作,

                       なかがわちひろ/訳

■ねむれないよるのこと　　

                      なかざわ くみこ/著

問い合わせ　まなづる図書館

☎ 0465-68-6326

15時
まで

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

クリスマスケーキ・おせちのご予約受付中！

７日(土)13日(金)21日(土)24日(火)28日(土)30日(月)優待５倍デー

定休日：１月１日

詳細は、役場町長室へ

広報に広告を掲載しませんか？

施設・店舗に関する情報やスタッフ募集

など、掲載内容については町役場まで

お気軽にご相談ください！

☎内線３１４

　広告募集

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）

　　　　　・お座敷係

勤務時間：午前９時～午後５時

　　　　　※応相談（平日または土日だけでも勤務可能）

時　　給：平日1,162円　土日・祝日1,440円

問い合わせ：☎０４６５-６８-１２７６（真鶴町真鶴１１６１－７）

磯の味

今 月 の お す す め

※11月から､随時入っています｡便利なインター

　ネット予約をご利用ください｡

ゲスト 地元 一般
平日
土曜日
日・祝日

8,050円
14,550円
14,050円

10,400円
17,000円
16,500円

学生さん～70歳くらい

までOK！男性も大歓迎！
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土

町の位置：東経139度8分14秒、北緯35度9分30秒（国土地理院より）
町の面積：7.05㎢
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今 月 の 納 期人口と世帯 令和６年11月１日現在
(住民基本台帳法による)

 男  3,072（－  ３  ）

 女 3,512（－  ９  ）

 計 6,584（－  12 ）

世帯 3,391（＋　１ ）
（    ）内は前月比

※税金などのお支払いは、口座振替をご利用ください。

１人１日当たりのごみ排出量

今年10月分 1,005 g　

昨年10月分 1,263 g　

ごみの分別にご協力をお願いします

前年度比較　20．4％ 減　

月

住民相談/10:00～15:00/町民センター

木

はつらつ元気塾/10:00～11:30/町民センター

運動倶楽部/10:00～11:30/町民センター

新聞・雑紙

金

※下水道接続にご協力をお願いします。
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夜間急患問い合わせ／ 

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

ぼうさい まなづる　防災行政無線自動応答テレホンサービス
℡０４６５-６９-１８９０（通話料有料）

粗大･不燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

可燃物

布・ダンボール･紙パック

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

湯河原消防署（℡0465-60-0119）

カ ン

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

粗大･不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

カ ン

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

生き活き健康相談/9:30～11:30/情報センター１階

12 月

親子教室/10:00～11:30/町民センター

育児セミナー/10:00～11:30/町民センター

おもちゃ病院/11:30～12:00/町民センター

すくすく子育て相談/予約制/町民センター

1歳6か月、3歳児健診/13:00～13:20
/町民センター

お達者教室/10:00～11:15/町民センター

出張福祉相談会/10:00～12:00/町民センター

まなっこひろばクリスマス会/予約制

/町民センター

地域サロン 和楽/10:00～12:00/観光協会２階

地域サロン 和み/10:00～11:30/岩地区集会所

地域サロン きずな/10:00～12:00/旧保健センター

★中川一政美術館町民無料デー★ギャラリートーク/14:00～14:30

まなづるオレンジカフェ
/13:00～15:00/情報センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

★真鶴町 家庭の日★

真鶴なぶら市/10:00～13:00/真鶴港岸壁広場

地域サロン 真輪/町民センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター1階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

ふれあいの集い/10:00～13:00/真鶴港岸壁広場

地域サロン にこにこ/町民センター

固 定 資 産 税 （３期分） 12月25日
国民健康保険税　（９期分） 12月25日
介 護 保 険 料 （９期分）  １月 ６日
後期高齢者医療保険料　（６期分）  １月 ６日
上 下 水 道 料 （12月分) 12月31日


